


は じ め に
　

　全世界196ヶ国のうち開発途上国と呼ばれる国は140ヵ国以上もあり

ます。それらの国の現状や課題、あるいは歴史的背景や先進国との関係

などを知らずして、世界の今は語れません。多様な民族、言語、文化、

暮らし、考え方、宗教などがあることに興味を持つ好奇心と、その多様

性や違いを尊重する謙虚な姿勢がないと、グローバル人材は育成できま

せん。

　独立行政法人国際協力機構 (JICA：ジャイカ）は、開発途上国におけ

る事業で培った経験と人材を活用し、日本国内の国際教育の発展に寄与

するための活動として「開発教育支援事業」にも長年にわたり積極的に

取り組んできました。開発途上国の抱える問題に関心を持ち、全国の

小・ 中・高等学校・特別支援学校において国際教育に取り組んでおられ

る、または今後それらに取り組むことを考えておられる教員の方を対象

に実施してきた「教師海外研修」 もその事業のひとつです。

　しかし、コロナ禍により昨年度に引き続き本2021年度も、海外研修

を実施することができませんでした。そこで、中国地方の教員の方を対

象に、昨年度同様、地域の課題を学ぶ「教師国内研修」を実施いたしま

した。本コースに参加された5名の教員の皆さんは、中国地方において

日本の課題や地域の国際化を学ぶことのできる現場を訪問し、多文化共

生に取り組む方々の想いや活動への理解を深められました。その成果と

して、同研修に参加された教員の方が「熱いハート」と「クールな頭

脳」を駆使し、フィールドワークや講義から吸収した多くの情報をもと

に、一般の教職員の方にも教室ですぐにご活用頂けるよう作成されたの

が、この「学びのプログラム」です。

　なお、同研修の実施および本プログラム作成にあたっては、川崎医療

福祉大学の山中信幸教授にアドバイザーとしてご参加いただき、年間を

通じてご指導を賜りました。

　本冊子が、「持続可能な社会の創り手」である児童生徒の育成に尽力

されている教職員の皆さまの参考となり、学校教育現場での実践の一助

になれば幸いです。

　

独立行政法人　国際協力機構　中国センター所長

岡　田　　務
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☆CDには以下のようにデータが保存されています

3

プログラム集の使い方

　本プログラム集は、はじめて開発教育・参加型の学習を実践しようとしている方、多文化共生や持続可能で多
様な社会の構築について考えたいという方が、すぐに実践できるように作成しました。
　実践に必要なワークシート、実践者用の解説・補足資料など、そのまま活用できる形で掲載しています。紙面
からコピーして頂くか、付属CDからダウンロードしてお使いください。
　また、紙面に「見本」として掲載している一部カード素材やパワーポイント資料も、オリジナルデータをCD
に保存しております。実践する場面や対象、実施時間によって、より使いやすいように加工して頂くことも可能
です。

01_ 他者の考え方を認めることができるような人に

P16_ ワークシート _1.pdf

P20_ ワークシート _2.pdf

P21_ タブレット学習用素材

P23_ ワークシート _3.pdf

02_ みんなが気持ちよく暮らすために

03_ 持続可能な地域をつくるにはどうしていけばいいのだろうか

04_ この地球で暮らし続けていくために考えてみよう

05_ 相手の価値観を認め、歩み寄ることを学ぶ

☆CDには以下のようにデータが保存されています

☆本プログラム集は、JICA中国HPでも公開しています。HPからのダウンロードも可能です。

JICA中国HP＞開発教育支援事業（国際教育／ESD）＞JICA中国作成資料
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「多様な社会」を考える学びのプログラムとは
　JICA中国教師国内研修アドバイザー　山中　信幸（川崎医療福祉大学　教授）

１．はじめに
　本書に収められた学習プログラムは、日本にいる外国人との共生の在り方を考えるための学習プロ

グラムばかりではない。それは、今の「多様な社会」において、様々な背景をもつ児童・生徒が協働

し、持続可能な社会の在り方を考えるための学習プログラムを提案するために作成したものだからで

ある。自分のアイデンティティについて考えることから、多様な社会について考えることもできる。

構造的暴力をも視野に入れた積極的平和の構築について考えることで、グローバルな視点で自らの足

もとを見つめなおし、ローカルな取り組みについて考えることも可能である。地域づくりをテーマに

SDGｓとの関連について考えることから、SDGｓのトレードオフに気づき、共生できるまちづくり

を構想することもできる。

　本書は、教師国内研修に参加した教師が共に知恵を出し合い、試行錯誤を繰り返しながら、互いに

視野を広げ、視座を高め、「外国人との共生」という枠を越えた『多様な社会』づくりに参加し、他

者を理解し、他者と共に生きる力を育むことのできる学習プログラムを提案するものである。

　いわば、本書に掲載した学習プログラムは「広義に捉えた多文化教育」ということができよう。つ

まり「多様な人間関係づくり・社会づくり」を念頭においてつくられたものである。では、「広義に

捉えた多文化教育の学習プログラム」とは何かについて整理してみよう。
　

２．多文化教育とは
　多文化教育とは、「人種や民族、社会階層、ジェンダー、性的指向性、障がいの有無など、あらゆ

る文化的集団に属する人々に構造的な平等、及び集団間の共存・共生の実現をめざす教育理念及び、

教育実践であり、教育改革運動でもある。その基底には、自由、平等、正義、公正、人間の尊重と

いった哲学的理念が存在する。具体的には、多様な文化集団の視点からの学習プログラムやカリキュ

ラムの開発、学習者の言語的多様性の尊重、すべての学習者の学力保障や多文化コンピテンシーの育

成等々、多様な取り組みを含む1）。」と定義されている。

　つまり、多文化教育とは、人々が交流し、お互いにより尊重しあえば、異文化間に存在する様々な

問題はおのずと解消されるから、今ある社会的な事情はそのままにして、文化的背景が異なる生徒た

ちが互いに仲良くする2）ことができる方法を考える学習活動ではない。多文化教育とは、異文化に対

する偏見をなくすための取り組みだけでなく、社会的な不平等や差別、貧困、社会的・政治的弱者が

直面する抑圧などの問題を積極的に解決するための取り組みが必要なのである。
　

３．多文化教育の問題点
　そもそも多文化教育は、1950年代にアメリカでおこった黒人による公民権運動の中から始まった

ものである。それが、1970年代に黒人やヒスパニック、ネイティブ・アメリカンなどのマイノリティ

と称される人々による教育要求へと広がっていった。つまり、多文化教育は「アメリカの歴史、政

治、文化を形成してきた多様な集団に関する知識を生徒に提供する3）」ものであった。その後、世界

的な市民運動や社会運動の広がりと共に、多文化教育が扱う領域は拡大し、実践する国や地域も広

がったのである。その中で多文化教育とは「多民族国家において、多種多様な文化的・民族的背景を

持つ青少年、特に少数民族や移民など、社会的に不遇な立場にある集団の子どもたちに対して、平等

な教育機会を提供するために、彼らのエスニシティ（民族的・文化的帰属性）や文化的特性を尊重し

て行われる教育4）」であり、「多文化教育は、教育改革をめざす社会運動でもある5）」とされてい

た。つまり、多文化教育とは多民族国家内における、文化的差異による社会的な不平等をなくすため

の教育活動であり、社会運動として考えられてきたのである。換言すれば、一国内において、異文化

を持つ人と人、異文化を持つ人と社会との関係性に注目し、その関係性の中にある社会的不平等につ

いて考える教育活動である。

　このように、多文化教育の概念は、それぞれの実践者や研究者の多様なとらえ方により、様々に形

成されることとなったといえる。概ね、それは表1としてまとめられ、多文化教育のとらえ方は５つ

の類型に整理される。
　

表１　多文化教育のとらえ方に関する５つの類型
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（Carl A. Grant「多文化教育：いくつかのアプローチ」『多文化教育事典』2002年、pp.235-241より筆者作
成。山中・2006年。）

マイノリティグループの子どもたち
に、メインストリームの社会に適応す
るための価値観と、学力的な基礎を身
につけさせる。

主流文化に同化させるための手段であ
り、文化的不連続性に関する諸問題や
抑圧の要因に関する分析などは考慮さ
れていない。

問　題　点目　　　的

異なる者および文化的
背景を異にする者に対
するアプローチ

文化的な内容を教えるというより、人
間はなぜ偏見を持つのか、またそれを
どのように克服できるのかについての
理解を促し、文化的背景が異なる生徒
たちが、お互いに仲良くなることをめ
ざす。

「私とあなたの関係は良好」というイ
デオロギーを支持することによって、
現実に生起する個人間および集団間の
軋轢を見過ごしかねない。また、貧困
や社会的弱者に関しては何ら関心を示
さない。

人間関係中心のアプ
ローチ

学習者が属する集団（例えば日系アメ
リカ人や女性）の歴史や文化について
の知識の習得、その集団のエンパワー
メント、集団の社会的地位の向上、社
会における集団間の平等の実現、文化
的差異への対応が可能な民族問題学習
をめざす。

学習者が属する集団以外の属性（例え
ばジェンダーや階級）については、言
及しない。また他の周縁集団について
の学習やその集団との共働に無関心で
ある。

単一集団研究アプロー
チ

民族的な多様性を反映するように、異
なるエスニック・ジェンダー・社会経
済的そして能力集団に属する人々の視
点をよりどころにカリキュラムを組織
化する。また、教科としての学問を教
えるとき、知識のみの獲得を目的とす
るのではなく、リーダーとしての力、
批判的に考える力を身につけさせ、そ
れを用いることを教える。

貧困や失業に関する諸問題に積極的に
言及しないことや、特定のエスニック
集団にとっては必要となる政治力や集
団の結束力の形成に必ずしも寄与しな
い。

多文化教育アプローチ

多元的な視点および人種、階級、ジェ
ンダー、障害、性的指向性に関する諸
問題を扱い、社会における教育改革を
目的とする。そして、自らの暮らしを
コントロールし、より生産的な市民に
なれるように、民主主義の道具立て
（様々な問題についての情報提供、環
境の分析、社会に変化をもたらす行動
など）を活用することを教える。

「教職員構成やカリキュラム、授業、
評価など学校教育のあらゆる領域は多
文化的でなければならない」「そのカ
リキュラムは、多元的な視点および人
種、階級、ジェンダー、障害、性的指
向性に関する問題を考慮しなければな
らない」「授業では民主的原則が実現
されなければならない」など制約が厳
しすぎる。

多文化的で社会構築主
義的な教育アプローチ

多文化教育の類型
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　表１からもわかるように、多文化教育における実践は、その目的や内容によって様々なアプローチ

が考えられるものであるが、そのことは、多文化教育が一貫性を欠いていると批判される一因とも

なってきた。また、多文化教育のそれぞれのアプローチについては、各々の問題点が指摘され、そこ

に多文化教育が持つ実践上の脆弱さが窺えるといえる。

　そこで、これらの問題点について、以下でさらに詳細に整理してみよう。

　表１にあるように、多文化教育のそれぞれのアプローチの問題点には、いくつかの共通するキー

ワードを見いだすことができる。そのキーワードとは、「抑圧」・「貧困」・「社会的弱者」・「失

業」である。　

　先述したように、多文化教育は多民族国家内における、少数民族や移民など社会的に不遇な立場に

ある集団が直面する不平等を問題にする教育活動であって、国家を超えた領域までをその対象とする

ものではない。しかし、グローバル化された現代においては、「貧困」「抑圧」などのキーワードに

関する諸問題は、他の国や地域との相互依存的な関係の上に存在するものであり、一国内の問題とし

て、その解決を図ることは困難な状況にある。そのようなグローバルな課題に関しては、多文化教育

が扱う内容領域を大きく超えるものである。しかし、社会的に不遇な立場にある集団が直面する不平

等を問題にする場合、その具体的な事象として「抑圧」・「貧困」・「社会的弱者」・「失業」など

の構造的暴力を取り上げ、その原因について考える必要があろう。なぜなら、これらの原因について

考えることがなければ、社会的不平等の状況や背景を具体的に理解することは困難であるといえるか

らである。つまり、グローバル化された現代においては、多文化教育が扱う内容領域を広げ、国内的

問題だけではなく、グローバルな課題を取り上げる必要がでてきたといえるのである。そして、この

ことが「広義に捉えた多文化教育」ということができよう。
  

４．多文化教育のカリキュラム編成
　多文化教育における「知」は、多文化社会を構成しているエスニック、人種、言語、宗教、世代、

ジェンダーなどに関するマイノリティ集団についての歴史的経験や現状について知ることだけでな

く、学習者の社会参加を促すプロセスをも含んでいるのである6）。そして、そのような多文化教育に

おけるカリキュラム編成は、一教科、一学年におけるものとして考えるのだけでは不十分であり、学

校教育全体のカリキュラムとして構成する必要があるのである7）。そこで、James A. Banksは多文

化教育がどの程度広範に、そして効果的に実施されているかを考える際の判断基準として、次の５つ

の次元を示している8）。

　すなわち、５つの次元とは、「内容の統合」「知識形成の過程」「偏見の軽減」「公正な教育方

法」「生徒をエンパワーする学校文化と学校構造」の５つであり、その５つの次元は、個々に独立し

たものではなく相互に関連しあっている。それぞれが示す内容については表２の通りである。
  

表２　多文化教育の５つの次元

内容の統合 教師が授業において、重要な概念、原理、一般化理論を例証する際に、多様な文
化や集団に関する事例や内容を参照し、用いられているか。

各次元の内容多文化教育の次元

知識形成の過程 授業において内在する文化的前提が、その授業内における知識形成にどんな影響
を及ぼすかについて、学習者が理解し探究し、結論づけるように、教師が援助し
ているか。
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（James A. banks「多文化教育：いくつかの次元」『多文化教育事典』2002年、pp.241-248より筆者作成。
山中・2006年。）
　　

　また、多文化教育のカリキュラムを開発するための重要な要素としては、以下の３点をあげること

ができる。その３点とは、第１に、これまで正しいと思われてきた事実が、どのように構築されもの

か、また、その知識は偏見や経験、認識にどのような影響を受けているかについて考えるという「事

実的知識の獲得」。第２に、ある出来事に対する疑問や関心から、仮説をたて、概念化し、その仮説

を検証することにより、新たな探究につなげるという「概念的知識の形成」。第３に、学習者が自ら

の価値観について考えにより、自らが持つ偏見に気づき、学習者が民主的な価値観を持ち、自らの道

徳的決定に基づいて行動できるようになる「価値観の問い直し」の３点である9）。

　しかし、文化の多様性を認め、文化の違いに起因する葛藤や誤解を積極的に解決しようとする態度

を育成するためには、この３点だけでは不十分である。なぜなら、この３点だけでは、知識や価値観

の育成はできても、文化間の葛藤や衝突などの問題を解決するために行動することができる人格を育

成することは難しいといえるからである。

　そこで、この３点に「寛容的態度の育成」を加えることとする。周知のように、ユネスコは第28回

ユネスコ総会（1993年）『寛容の諸原理に関する宣言』において、「寛容とは、世界の諸文化の豊

かな多様性、また人間であることの様々な表現の形態やあり方の豊かな多様性に対する尊敬、受容、

評価である10）」としている。つまり、寛容とは異質なものを認め、受容することであり、寛容の教

育とは文化の違いに起因する葛藤や誤解を解決するために何ができるかを考えることであるといえる

のである。

　では、これまで日本においては、どのような多文化教育の実践が行われていたのだろうか。誤解を

恐れずに言うなら、これまでの日本における多文化教育としての実践はマジョリティがマイノリティ

について学習するという性格が強く、マジョリティのあり方を問い直すという双方向学習の視点が希

薄であったといえよう。しかし、異文化を理解するためには、文化的背景の異なる人々やマイノリ

ティの人々が置かれている社会的状況を理解するとともに、自己や自己の文化を相対化し、自己の偏

見に気づくことが重要なのである。つまり、シンパシーを乗り越えたエンパシーが今、求められてい

るのである。

　つまり、「広義に捉えた多文化教育の学習プログラム」とはどのようなものであろうか。それは以

下の４点の特徴をもった学習プログラムであるといえよう。

　すなわち、その第１は様々な構造的暴力に目を向け、グローバルな課題を中心的概念に据え、リア

リティを持って異文化理解ができる学習プログラムにすること。そして、グローバルな課題を解決す

るためには、人と人、国と国、国と人、人と自然といった様々な相互の関係性における不公正を、公

正で共生が可能な関係性へと再構築する方法を考える力が必要であるということを教師が理解してお

くことが肝要である。

偏見の軽減 学習者に民主的な態度や価値観を体得させ、学習者が自らの偏見に気づき、学習
者に偏見を持たせない教育実践が行われているか。

公正な教育方法 すべての人種的、文化的、性的、社会階層集団の学習者が公正に学業の達成がで
きるように、教師の教育活動が改善されているか。

生徒をエンパワーする
学校文化と学校構造

クラス編成やスポーツ活動など学校におけるすべてのプログラムを、学校の全構
成員によって、あらゆる人種、民族、ジェンダーの生徒がエンパワーするように
再検討されているか。
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　第２は、自己や自己の文化を相対化し、自己の偏見に気づくことのできる学習プログラムにするこ

と。異文化、すなわち他者を理解するためには、文化的背景の異なる人々やマイノリティの人々が置

かれている社会的状況を理解するとともに、自己を相対化し、自己の偏見に気づくことが重要なので

ある。　

　そして第３に、そのような学習プログラムは継続的な取り組みとすること。このことについて、

James A. Banksは「学校における多文化教育の実施は、二、三週間や数年では完了しえない継続的

なプロセスである)」としている。
　

５．おわりに
　「広義に捉えた多文化教育」における学習活動は、単に文化的背景の異なる人々やマイノリティと

称される人々について共感的に理解することに留まるものではない。「広義に捉えた多文化教育」に

おいて大切にすべきは、学習者と教師が共に、自己や自己の文化を相対化し、自己の偏見や無関心に

気づき、自己を省察しながら、協働して、持続可能な社会を創造していくことを目指す学習活動とな

るように工夫することである。そしてその学習活動は、継続的・系統的・体系的な取り組みとなるよ

う試行錯誤を続けることが重要なのである。

　今回、この『「多様な社会」を考える学びのプログラム集』では、それぞれ数時間配当の学習プロ

グラムを掲載した。もちろん、その学習プログラムをそのまま追試することで、学習者に気づきや学

びの機会をもたらすことはできよう。しかし、その取り組みはあくまでもスタートラインに立つこと

に過ぎない。本当に重要なのは、その学習プログラムを目の前の学習者の状況や背景を踏まえて、い

かにつくり変え、新たな学習プログラムとして継続的・系統的・体系的な取り組みとするかというこ

とである。

　「『多様な社会』を考える学びのプログラム」とは「みんな違ってみんないい」と、単純に多様な

文化や考え方に敬意を払い、認め合える社会づくりの担い手を育てるための学習プログラムをいうの

ではない。「『多様な社会』を考える学びのプログラム」を実践するにあたって最も重要なことは、

多様な文化や考え方を尊重し、寛容でありつつも「他者の命や人権」を踏みにじることは絶対に許さ

れないということを常に念頭におき、積極的平和の構築に向けて「何ができるか」を児童生徒と共に

考え、「何事にも無関心でいない」という強い信念を持って実践に取り組むことが重要であるという

ことを付言する。
　
　なお本稿は、山中信幸(2007)「多文化教育のための教材の開発原理」『教材学研究　第18巻』日本教材学会に加筆、修正
を加えたものである。
1)森茂岳雄「多文化教育」日本国際理解教育学会編著『現代国際理解教育事典』、明石書店、2012年、p.216。
2)中島智子「多文化教育と在日韓国・朝鮮人教育」『多文化教育と在日朝鮮人教育』全朝教ブックレット、1995年、p.34に
詳しい。

3)Allen Hunter、中島智子・太田晴雄・倉石一郎訳「多文化教育」『多文化教育辞典』明石書店、2002年、p.233。
4)江渕一公「多文化教育」『国際教育辞典』アルク、1991年、p.34。
5)同上。また田淵五十生は「『在日コリアン』の教育が国際理解教育に示唆するもの－『異文化理解』から多文化教育の発
想へ－」『国際理解教育・Vol.５』日本国際理解教育学会、1999年、p.19で「多文化教育の実践は、個人にとっては広義の
人格形成や価値観形成に関わる教育であり、地域社会にとっては教育改革や社会改革の運動でもある。」と述べている。

6)James A.Banks、平沢安政訳『多文化教育』サイマル出版会、1996年、pp.48-49。また、「多文化教育の知」については、
中山京子「多文化教育の知の導入による小学校社会科学習内容の再構築－単元『海を渡る日系移民』の開発を事例とし
て－」『社会科研究・第65号』全国社会科教育学会、2006年、pp.31-40に詳しい。

7)同上書、James A.Banks、pp.21-27。
8)James A.Banks「多文化教育：いくつかの次元」前掲3）、pp.241-248。
9)前掲書6)、James A.Banks、pp.117-154を参考に筆者が明文化した。
10)UNESCO、「Declaration of Principles on Tolerance」第１条第１節。 このことは、小林亮「異文化間トレランスの
形成に向けたユネスコの国際理解教育」『国際理解教育・VOL11』日本国際理解教育学会、2005年、pp.48-65に詳しい。

11)前掲書6)、James A.Banks、p.21。



学びのプログラム



　
　
　
はじめに
　私は、JICA中国の教師国内研修に参加して「多文化共生」について考える機会をいただいた。そして、「多
文化共生」とは、考えれば考えるほど、正解が分からなくなると感じた。複雑な事柄が絡み合う「多文化共生」
のゴールに向かうためには、様々な方向から一歩一歩進めていくしかないことも学んだ。子どもたちが小学生か
ら中学生、高校生と成長していく中で、発達段階に応じた「多文化共生」について学び、一つひとつ考えていく
ことが大切であると考える。
　最近、私が気になったのは、ある男の子の「男だから青か緑がええんで」と言う発言だ。このように、子ども
たちの中には、男女によって区切られた好きな色などに対するイメージがあるように感じる。しかし、この発言
に対して「私も青好きやし」と言った女の子がいた。その通りだと思った。好きな色などは、男女によって区切
られるのではなく、個人によって違う。このことを当たり前と感じる子どもたちであってほしい。
　このプログラムが、子どもたちの既存のイメージ（固定概念）を刺激し、子どもたちの考えるきっかけとなっ
てくれると嬉しい。

この教材の使い方・参加のルール
　この教材は、小学校１年生から３年生の発達段階の児童を対象としている。「みんな違ってみんないい」を最
終的なねらいとして寛容的に授業を進めることで、参加した子どもたちが互いの価値観を認め合うことができる
ようにしたい。
　さらに、多文化共生の教材ではあるが、学級経営にも活用できると考えている。各学級には様々な児童が在籍
しているため、多文化共生の縮図であると言える。教員がそれぞれの児童の特性を理解し、様々な意見を引き出
すことで在籍している児童は多くの価値観に触れることができる。しかし、算数や理科などの教科の学習では、
多様な回答をすべて認めることはとても難しい。国語や道徳、学活などの時間にこの教材を使って、多様な回答
を導き出すことで、児童同士がお互いのことをより一層知り、認め合える関係を作りたい。また、自分の意見を
周囲の人に認めてもらう経験を通して、自己肯定感を高め、学習に対する充実感を味わわせたい。

全体のねらい
　同じものを見ても想像することが違ったり、同じことを聞いても考えることが違ったりすることを実感する。
小学校低学年という発達段階の時期に、他者との違いを感じ、それを楽しむ活動を行うことで、今後の実生活に
おいても様々な人の価値観を認めていこうという意識を育てる。

学習計画（全４時間）
（１）友だちと力を合わせて答えよう。
　　　１．友達と一斉に質問に答える。
　　　２．得点を計算する。
（２）物語を聞いて絵を描こう。
　　　１．物語を聞く。
　　　２．絵を描く。
　　　３．グループで同じところと違うところを見つける。
（３）物語を聞いて花束を作ろう。
　　　１．物語を聞く。
　　　２．花束に色を塗る。

　　　３．主人公の性格を知る。
　　　４．もう一度、花束の色を塗る。
　　　５．２つの花束を比較し、振り返る。

教科・領域との関係
　・学活（アクティビティ１・アクティビティ２・アクティビティ４）
　・国語（アクティビティ２）※詩や短い物語などの学習の第１時の導入などに活用する
　・道徳（アクティビティ２・アクティビティ３）

アクティビティ１「友だちと力を合わせて答えよう」
●ねらい
　・自分と友だちの価値観の一致や、違いを楽しむ。
　・友だちの回答を否定せず、肯定的で寛容な態度を養う。
　
●主な対象
　小学校１～３年生（学級の発達段階に応じて３～５人の班）
　
●用意するもの
　・ワークシート①（P16）：全員分
　・筆記用具
　
●所要時間
　２０分
　
●すすめ方
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文化共生」とは、考えれば考えるほど、正解が分からなくなると感じた。複雑な事柄が絡み合う「多文化共生」
のゴールに向かうためには、様々な方向から一歩一歩進めていくしかないことも学んだ。子どもたちが小学生か
ら中学生、高校生と成長していく中で、発達段階に応じた「多文化共生」について学び、一つひとつ考えていく
ことが大切であると考える。
　最近、私が気になったのは、ある男の子の「男だから青か緑がええんで」と言う発言だ。このように、子ども
たちの中には、男女によって区切られた好きな色などに対するイメージがあるように感じる。しかし、この発言
に対して「私も青好きやし」と言った女の子がいた。その通りだと思った。好きな色などは、男女によって区切
られるのではなく、個人によって違う。このことを当たり前と感じる子どもたちであってほしい。
　このプログラムが、子どもたちの既存のイメージ（固定概念）を刺激し、子どもたちの考えるきっかけとなっ
てくれると嬉しい。

この教材の使い方・参加のルール
　この教材は、小学校１年生から３年生の発達段階の児童を対象としている。「みんな違ってみんないい」を最
終的なねらいとして寛容的に授業を進めることで、参加した子どもたちが互いの価値観を認め合うことができる
ようにしたい。
　さらに、多文化共生の教材ではあるが、学級経営にも活用できると考えている。各学級には様々な児童が在籍
しているため、多文化共生の縮図であると言える。教員がそれぞれの児童の特性を理解し、様々な意見を引き出
すことで在籍している児童は多くの価値観に触れることができる。しかし、算数や理科などの教科の学習では、
多様な回答をすべて認めることはとても難しい。国語や道徳、学活などの時間にこの教材を使って、多様な回答
を導き出すことで、児童同士がお互いのことをより一層知り、認め合える関係を作りたい。また、自分の意見を
周囲の人に認めてもらう経験を通して、自己肯定感を高め、学習に対する充実感を味わわせたい。

全体のねらい
　同じものを見ても想像することが違ったり、同じことを聞いても考えることが違ったりすることを実感する。
小学校低学年という発達段階の時期に、他者との違いを感じ、それを楽しむ活動を行うことで、今後の実生活に
おいても様々な人の価値観を認めていこうという意識を育てる。

学習計画（全４時間）
（１）友だちと力を合わせて答えよう。
　　　１．友達と一斉に質問に答える。
　　　２．得点を計算する。
（２）物語を聞いて絵を描こう。
　　　１．物語を聞く。
　　　２．絵を描く。
　　　３．グループで同じところと違うところを見つける。
（３）物語を聞いて花束を作ろう。
　　　１．物語を聞く。
　　　２．花束に色を塗る。

　　　３．主人公の性格を知る。
　　　４．もう一度、花束の色を塗る。
　　　５．２つの花束を比較し、振り返る。

教科・領域との関係
　・学活（アクティビティ１・アクティビティ２・アクティビティ４）
　・国語（アクティビティ２）※詩や短い物語などの学習の第１時の導入などに活用する
　・道徳（アクティビティ２・アクティビティ３）

アクティビティ１「友だちと力を合わせて答えよう」
●ねらい
　・自分と友だちの価値観の一致や、違いを楽しむ。
　・友だちの回答を否定せず、肯定的で寛容な態度を養う。
　
●主な対象
　小学校１～３年生（学級の発達段階に応じて３～５人の班）
　
●用意するもの
　・ワークシート①（P16）：全員分
　・筆記用具
　
●所要時間
　２０分
　
●すすめ方
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1. 班を作る。
　
　
2. ルールを説明する。
・お題に対して一斉に解答し、点数を獲得していく。
・回答が全員一致すると３点、全員ばらばらでも３
点とし、少人数で一致した場合は無得点とする。
　
3. 班ごとに、ワークシート①にそって順番に質問を
読み、思いついたことを一斉に答える。ワークシー
ト①の1が終わったら獲得点数を確認する。

仲の良い児童だけの班ではなく、あまり接点
のない児童も交流できるような班分けにする。
　
　
　
　
　
児童同士が肯定的な声掛けをして進めていけ
るような雰囲気をつくる。
ワークシートの質問内容は、学級の実態に合
わせて変更して使用する。

ふり返り
ワークシート①の2
「おもしろかったことや難しかったことを書きま
しょう。」

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



点数質　問

16

1　いっせいに答えよう そろう・ばらばら→３点

１　やさしい言葉は?

2　ふりかえろう
　　やってみて、おもしろかったことや、むずかしかったことをかきましょう。

（　　）年　（　　）組　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

ワークシート①
しめいねん くみ

てんすうしつ もん

ことば

２　かわいい色は?
いろ

３　おもしろい人は?
ひと

４　おいしいおかしは?

５　こわいものは?

６　かっこいいのりものは?

７　ふわふわのものは?

８　かなしい色は?
いろ

９　一ばん大切なものは?
いち たいせつ

10　とても美しいものは?
うつく

こた てん
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アクティビティ２「想像してみよう　比べてみよう」
●概要
　学校生活においては、同じであることや集団として行動することが美化されることが多い。そのため、自分の
意見が人と同じであるかどうかを気にする子どもも多い。しかし、みんな同じ人間ではないので、想像すること
や考えることが違うはずである。答えが１つでない問いや生活の様々な事象に対して、自分で思考し自分の考え
を持てるようになってほしい。
　物語を聞いて描く絵は人それぞれであるため、物語のどの部分を切り取って描いてもよい。それもまた、違っ
ていればおもしろい。

●ねらい
　同じ物語を聞き、その絵を描いて比較することで、違いを楽しむ。さらに、「みんな違ってみんないい」の精
神をはぐくむ。

●主な対象
　小学校１～３年生

●用意するもの
　・紙：1人1枚
　・色鉛筆：1人1セット
　・筆記用具

●所要時間
　２５分

●すすめ方

1. 物語①（P18）を聞く。
　「お話をきいて、お話に合う絵を描きましょう。」
　
２．絵を描く。
　
３．グループで絵を比較し意見交換をする。
　「絵を見比べて、同じところについて話しましょう。」
　「絵を見比べて、違うところについて話しましょう。」

　
　
　
個人で取り組む。
　
３～４人グループが望ましい。
「どうしてその色にしたの？」など、「どう
して～」をキーワードとして活用するよう
に指示する。

違いを楽しむ雰囲気を作る。ふり返り
「友だちと比べて、思ったことを書きましょう。（言い
ましょう。）」

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



　
　
　
　
●解説
　文章中のキーワードをもとに考えられる絵の候補
　　・傘→閉じた傘・開いた傘
　　・縞模様→縦縞・横縞・チェック柄
　　・服装にぴったりの色→同系色・対称色・同じ模様
　　・綺麗な木→新緑・紅葉・綺麗な形・イルミネーション
　　・絵の場面設定→晴れ・雨
　
アクティビティ３「プレゼントしよう　ぴったりの花束」
●概要
　大人も子どもも、人を見た目で想像したり判断したりすることがよくある。「体が大きいから力が強そう」、
「女の子だからピンクが好きだろう」と。しかし、それらの人についてよく知ると、意外と、体が大きい人はお
料理が得意だったり、可愛い女の子は黒が好きだったりする。相手を知ることの大切さを学んでほしい。
　この教材は、ワークシートだけでなくタブレットを使用して行うことも可能である。タブレットを活用するこ
とで、花束に色を塗る活動を簡単にすることができる。さらに、色を塗ったり模様を描いたりする活動に比べ、
個人の差がでないため、ねらいをピンポイントに捉えた授業ができる。
　
●ねらい
　登場人物の性格を知らない場合のプレゼント（花束）と、性格を知った場合のプレゼント（花束）では、色や
デザインが変わってくることを実感し、相手を知ることの大切さに気付く。
　
●主な対象
　小学校１～３年生
　
●用意するもの
　・ワークシート②（P20）：全員分
　・色鉛筆：１人１セット
　・筆記用具

※タブレットを使用して学習をする際には、CDに保存されている素材（P21見本）をそれぞれのアプリに
合わせて活用する。

　
●所要時間
　４５分

18

『物語』①
今日、傘を買ってもらいました。縞模様でとても気に入っています。今日の服装にぴったりの色です。傘
を買ってもらった記念に、綺麗な木の前で写真を撮ってもらいました。今度、雨が降ったら使いたいです。
すごく楽しみです。
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●すすめ方

1. 物語②を聞く。
　
2. 花束に色を塗る。
　「女の子にぴったりの花束を作りましょう。」
　
3. 全体で交流する
　「どうしてこの色や模様にしたのですか。」
　
4. 物語の続き②を読む。
　「どうしたのかな？」
　
5. 登場人物の性格カードを読む。
　
6. もう一度花束に色を塗る。
　「女の子にぴったりの花束を作りましょう。」

　
　
後半に時間をかけたいので、短時間で行う。

　
花束に対して嬉しそうな態度をとらなかった
原因を簡単に考える時間を設ける。
　
　
　
全く同じ発問をする。

　
相手の性格を加味して考えた事を実感させる。

ふり返り
「２つめの花束を作るときに考えた事はなんですか。」

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ

『物語』②
あなたは、友だちの女の子の誕生日会に行きます。女の子が喜んでくれるように、誕生日プレゼントと花
束を持って行こうと思います。
　
（続き）
誕生日プレゼントを渡すと、とっても喜んでいました。しかし、花束を渡すとあまり嬉しそうではありま
せん。

女の子について
・ピアノとサッカーを習っている。
・星やクローバーが好き。
・虫が苦手。
・水色とオレンジ色と白色が好き。
・算数が得意。
・カレーとイチゴが好き。
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ワークシート②
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●タブレット学習用素材見本　※CD内のデータを使用してください。



アクティビティ４「どっちもいいね～それぞれのよいところをたくさん見つけよう～」
●概要
　何事にもメリットとデメリットがある。人は、それらを踏まえて、自分の行動を判断する。そんなとき、自分
と違う判断をした相手に対して「その考え方もあるね」と寛容的に認めることのできる人であってほしい。その
ためには、１つの事柄に対して両面から見ることのできる力が必要となってくる。身近にある事柄を取り上げ、
その事柄について両面から考え、議論することが重要である。授業での話し合い活動や課題解決の過程などの学
校生活において活かせるようにしたい。
　
●ねらい
　自分の意見だけでなく、反対の立場に立って考える。
　
●主な対象
　小学校１～３年生
　
●用意するもの
　・ワークシート③（P23）：全員分
　・筆記用具
　
●所要時間
　４５分
　
●すすめ方

22

1. ワークシート③につながるよう本時の学習課題を提示する。
　いくつか事例をあげる
　「男子のランドセルの色は？」
　「黒がよいのかな？違う色がよいのかな？」
　
2. 教員は全体に事例を問いかけ、全体で考える。
　　小学生はテレビを見た方がよい・見ない方がよい
　
3. ワークシート③にそって班で考える。
　　女子の制服はスカートがよい・ズボンがよい
　　食事はお箸を使うのがよい・スプーンとフォークがよい
　
４．班での話し合いの内容を全体で共有する。

児童が考えやすいように、議題は身
近な事柄を選択する。
　

　
両方の立場から見たメリットを考え
る活動であることを確認する。
　
ワークシートの質問内容は、学級の
実態に合わせて変更して使用する。
　
　
班によって違う意見が出ると考えら
れるため、他の班の意見を聞く時間
を設ける。

　
十分に話し合いをした過程を踏まえ
て判断するように助言する。

ふり返り
ワークシート③の3、4を使ってふり返る。
　「たくさん話し合いをした結果、どちらがよいと思いますか。」
　「感想を書きましょう。」

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ
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ズボンがよい。女子のせいふくはスカートがよい。

スプーンとフォークをつかうのがよい。しょくじはおはしをつかうのがよい。

それぞれの　よいところを　たくさん　見つけよう

3　はなしあいをしてみて　どちらがよいとおもいますか。
　　よいとおもうほうに　まるを　つけましょう。
　
4　かんそうを　かきましょう。

2

1

（　　）年　（　　）組　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

ワークシート③
しめいねん くみ



　
　
　
はじめに
　JICA中国教師国内研修の最初に、『「開発教育」とは何か』という問いを投げかけられた。JICAのパンフ
レットによると、「開発」とは『十分に食べられなかったり、学校に行けなかったり、病気でも病院に行けな
かったり、住んでいるところがとても危険だったり、暴力をふるわれたり自由に意見が言えなかったりすること
をなくして、みんなが安心して、自分の能力を十分に発揮しながら満足して暮らせるようにすること』とあっ
た。始めに私が考えていた「開発教育」とは、「開発途上国のことを子どもたちと学び、よりよい社会を創るた
めにできることを考える教育」だったが、研修の中で他の参加者と議論する中で、考えが変わった。
　私なりの最終的な答えは、「相手を尊重して、みんなで気持ちよく、よりよく生きるための教育」である。開
発途上国に限らず、日本でも、人はそれぞれ異なる考え方や文化をもっている。しかし、生活の中では、「こち
らが正しい、相手が間違っている、相手がおかしい」と強く相手を非難する場面が、たくさんある。今回の研修
を通して、違う角度から見たときや、自分がマイノリティとなったときに、その自分の中の「正しさ」は「間違
え」に逆転しさえするのではないかと疑い、相手を尊重する態度を育てることが大切なことだと気付いた。
　近年特に、学校では、障がいのある児童や海外から帰国した児童、外国人の児童など、様々な事情を抱えた児
童が在籍していることが増えている。多様な他者と理解し合って協力し合える人間関係を形成することが喫緊の
課題だと感じる。
　筆者が担任しているクラスでも、自分とは異なる他者の失敗や過ちを一方的に非難したり、自分と異なる意見
や立場を受け入れようとしなかったりと、自己本位に陥りやすい子どもが多く、そこからトラブルにつながるこ
ともよくある。今回の学びのプログラムを通して子どもたちの「相手を大切にし、広い心で関わる相互理解と寛
容の心情」を育てたい。

この教材の使い方・参加のルール
　この教材では、自分の価値観や考え方に向き合い、参加者同士で交流する活動を通して、自己理解や他者理解
を深めたり、自分と異なる考え方や文化に対する寛容な心を育てたりすることをねらいとしている。人それぞ
れ、育ってきた環境や文化が異なるため、どれが正しくどれが間違っているということはない。活動の中では、
相手のことを否定するのではなく、多様な考えがあることに気付き「このような考え方もあるのだな。」と受け
入れていくことが大切である。

全体のねらい
「相互理解・寛容、多文化共生」
　自分の価値観や考え方に向き合い、参加者同士で交流する活動を通して、相手を大切にし、広い心で関わる相
互理解と寛容の心情と、相手を受け入れる態度を育てる。
　
学習計画（全２時間）
（１）レッツジャッジ！許される？許されない？ 
（２）もしかしてだけど！
　

教科・領域との関係
◎小学校学習指導要領（平成２９年度告示）より、
　道　徳
道徳価値項目　１１　相互理解、寛容
（自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のことを理解し、自分と異なる意見も大切にする）
道徳価値項目　１３　公正、公平、社会正義
（誰に対しても分け隔てをせず、公正公平な態度で接する）

　特別活動
特別活動イ　よりよい人間関係の形成
（互いのよさを見つけ、違いを尊重し合い、仲良くしたり信頼し合ったりして生活する）

　外国語活動
知識および技能　（１）イ（イ）日本と外国との生活や習慣、行事などの違いを知り、多様な考えがあることに
気付くこと。

　外国語　
学びに向かう力、人間性等　（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的
に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。
　
アクティビティ１「レッツジャッジ！許される？許されない？」
●概要
　今回の学習プログラムプラン全体を通して「相手に対して寛容な心をもち、相手を受け入れる態度を身につけ
て欲しい」というねらいがある。一方で、世の中には、人権や命に関わる「許されないこと」や「受け入れなく
ても良いこと」もある。自分が違うと思うことを「違う」と言うことは自分の権利を守ることでもあり、大切な
ことである。では、寛容になるべき事柄とそうでない事柄の線引きはどこにあるのか。今回のアクティビティで
は、様々な事例について、自分は許せるか・許せないかを考え、参加者同士で議論する。この活動を通して、自
分の価値観や他者の感じ方に向き合い、多角的に判断する力を育てたい。
　
●ねらい
「戦争・差別・偏見・人権」
　許されること、許されないことに分ける活動を通して、世の中には、人権や命に関わる「許されないこと」や
「受け入れなくても良いこと」もあることに気付くと共に、自分の価値観や他者の感じ方に向き合い、多角的に
判断する力を育てたい。
　
●主な対象
　小学校中学年～
　
●用意するもの
　・筆記用具
　・ジャッジシート（個人用）（P28）：全員分
　・ジャッジシート（グループ用）（P29）：グループ分
　
●所要時間
　４５分

おわりに
　私は「多文化共生」をテーマとした教材は、深い思考を伴うものが多く対象年齢が高いものが多いように感じ
ていた。また、設定が複雑であったり内容が専門的であったりするものがほとんどで、小学校低学年で使用でき
ないことが多かった。そのため、小学校低学年向けに教材を作ろうと考えたが、「多文化共生」を児童にとって
分かりやすい形にすることは難しかった。
　私は「多文化共生」について学ぶ中で「多文化共生」を「価値観や考え方の異なる人と上手く折り合いをつけ
て生活すること」と捉えるようにした。そうすると一気に「多文化共生」が身近なものになり、学級の中で活用
しやすいテーマとなった。このような身近な課題について思考し、折り合いをつけていく中で、「多文化共生」
を目指すにあたっての根本的な考え方を身に付けてほしいと願っている。小学校低学年で培った力を活用して、
成長段階に合わせて様々な課題に取り組める人材を育てたい。
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芝　由紀子
　
　地域や学校に外国出身者が増えると共に、多文化共生活動に関心を持ち、地域探求学習などを通
じて、自らアクションを起こす中高校生が増えてきています。外国人住民のサポート活動など、多
文化共生活動をする私にとって、これは本当に嬉しいことです。ですが実は同時に、純粋に「手伝
いたい」「助けたい」と思いを言葉にする中高生に戸惑いと危うさも感じています。なぜなら、ほ
とんどの中高生が「外国人が困っている」「外国人の困りごとが知りたい」を口にするためです。
そしてこれは中高生だけではなく、地域の大人や学校関係者からよくきく言葉でもあります。では
実際、みなさんは「困っている外国人」を目にしたことはあるでしょうか。メディアなどの影響か
ら、全ての外国人を一括りにし、「外国人＝困っている」というイメージを勝手に作ってしまって
はいないでしょうか。
　
　ある日学校に外国からの転校生が来たとします。言葉が十分に理解できず、学校生活について何
もしらない外国からの転校生に対し・・同じクラスの児童生徒や担任の先生はどのような対応をす
るでしょうか。その転校生は色々な場面で（きっとほぼ全ての場面で）「困り感」を抱え、誰かの
手伝いが必要になることでしょう。だからといって外国人生徒＝いつも困っている人になることは
ないはずです。担任の先生は外国人生徒を含めたクラスづくりに多大な努力をされることと思いま
すし、クラスの生徒たちは日本の他地域からの転校生と同様、外国からの転校生を同じクラスの
「仲間」として受け入れ、対等に接するのではないでしょうか。言葉が十分に通じない中でも、お
互いに教えあい、助け合う場面が多々想像されます。
　
　これが地域の外国人住民に対してだと、すぐに「外国人が困っている」「困っている外国人の力
になりたい」と一方的な視点になってしまうのはなぜでしょうか。（外国で外国人として住む以上
困りごとはつきものですが、初めて会う中高生に「困っていることはなんですか」と聞かれ、戸惑
う外国人住民が少なくないということをお伝えしておきます。）日々の生活の中で、人は誰もが助
ける側になり、助けられる側になります。毎日のように人を勇気づけたり、人から勇気づけられた
りもします。それは決して一方的なものではなく、当然、日本人や外国人の区別もないはずです。
　
　私は中高生の皆さんには、まずは「学校」という自分達が主役の場から地域へ飛び出し、日本語
教室などの多文化共生活動の現場を自分達の目で見て、感じてほしいと思います。そして同じ地域
住民として挨拶をかわし、対話を重ねる中から「困りごと」を知り、「手伝いたい」という気持ち
が自然に生まれたら素敵だと感じています。地域探求や課題解決型の学習は、ただ「調べる・聞
く」ではなく、地域と共に、当事者と共に学び考えてこそ価値があると思うのです。地域の大人や
外国人住民との関係性の中から、新たな学びを皆がしていく。そうすれば探求学習が中高生にとっ

これからの「多文化共生教育」
～学校の皆さんへ伝えたいこと～

コラム①
ての学びで終わり、地域にとって負担感が残ることもきっとありません。現場の先生方には是非生
徒たちの背中を押し、地域に飛び出す声掛けをして頂けたらと思います。そしてその時には「外国
人と日本人ではなく、人と人としてつながっておいで！」と言って頂けるととても嬉しく思いま
す。
　
　国際理解教育は、外国について、世界について知る機会となります。視野が広がり、豊かさが増
す素晴らしい学びの時間だと言えるでしょう。ただ残念なのは、大抵の場合、そこに「人」や「相
手」はおらず、双方向の学びにはなっていないということです。「相手」がいたとしても、その話
の中心は「人」ではなく「国」や「文化」が多いと思います。これからの「多文化共生教育」はど
ちらか一方の学び、一方からのアプローチに留まらず、双方向に視点をおいたものであって欲しい
と切に願います。「地域の外国人住民」に目が向き始めたこれからの若い中高生世代が共に学び、
一緒に活動する視点を持ち、地域で活躍してくれたらこんなに嬉しいことはありません。彼らの姿
は、私たち大人に間違いなく活動への力と希望を与え、明るい未来を見せてくれると思います。

【プロフィール】
芝　由紀子（しば　ゆきこ）
（一社）ダイバーシティうんなんtoiro代表理事
オーストラリアや韓国で日本語教師として働いた後、２０１２年に韓国人の夫が国際交流員として
採用されたことをきっかけに島根県雲南市に移住。２０１３年に夫婦で市民団体を立ち上げ、外国
人住民との地域づくりに取り組む。２０１８年度より雲南市から多文化共生事業と日本語指導支援
業務を受託し、外国人住民の生活サポート等、様々な活動を行う。島根県外国人地域サポーター、
雲南市社会教育委員。
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はじめに
　２０３０年までに達成する目標（ＳＤＧｓ）を最近テレビでも見かけるようになった。また、小学校の算数の
教科書や中学校の英語・公民の教科書でも見るようになったＳＤＧｓを達成できるようにするためには、世界・
国で考えるだけでなく（Think Globally）、地域・個人も主体的に行動していく必要がある（Act Locally）。
また、２０３０年以降も私たちの生活は続いていく。２０３０年以降の私たちの世界・国・地域・個人の社会や
生活はどのようになっていくのだろうか…。
　以下のワーク『持続可能な町づくりを考える』『自分たちの町の３０年後の将来は…？』を通じて、私たちに
身近な「地域」において、どのように持続可能な地域づくりをしていくべきか考え、持続可能な社会の形成者と
しての意識を高めてもらいたい。
　
アクティビティの解説
　この教材はＳＤＧｓの１７の目標や地方公共団体でのＳＤＧｓの達成の難しさについて学んだ後、地元の地域
ではどのような活動ができそうかを考え、ＳＤＧｓの達成がなされた、現在から３０年後の未来を想像し、どう
なっていて欲しいか・どうなっていくべきかを考えていくアクティビティである。
　
全体のねらい
　ＳＤＧｓの達成と地域の運営の面白さ・難しさを体験し、自分の地域の持続可能な未来を考える。
　
学習計画
（１）持続可能な町づくりを考える（２時間）
　　　１．まちの施設でＳＤＧｓを達成しよう！
　　　２．もしも、極貧タウン・工業タウンが隣接していたら？！
（２）自分たちの町の３０年後の将来は…？（２～３時間）
　　
教科・領域との関係
　社会科（ＳＤＧｓ・地方自治など）、総合的な学習の時間、特別活動など
　
アクティビティ１「まちの施設でＳＤＧｓを達成しよう！」
●概要
　まちの施設の役割、施設で達成できるＳＤＧｓの目標、施設によるトレード・オフについて考える。
　
●ねらい
　まちの施設でどのＳＤＧｓの目標を達成できるか、逆にトレード・オフになる施設はあるか考える。
　
●主な対象
　中学生～高校生
　

●用意するもの
　・筆記用具
　・ワークシート①（P42～43）：全員分
　・タウンシート（P44～45）：班数分
　・はさみ、のり：班数分
　・ワークシート②（P46）：全員分
　・ふり返りシート（P47）：全員分
　
●所要時間
　　４５～５０分
　
●用語の解説
　シナジー　　　：１つの課題を解決すると、他の課題も解決することができること。相乗効果。
　トレード・オフ：１つの課題を解決すると、他の課題がさらに解決から遠ざかること。
　（高木 超『まちの未来を描く！自治体のＳＤＧｓ』2021年・学陽書房より抜粋・参考）
　
●すすめ方
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持続可能な地域をつくるには
どうしていけばいいのだろうか
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１．ＳＤＧｓの目標を達成できる施設は何でしょうか？
　（１）それぞれの施設と関係する目標を線で結ぶ。
　（２）目標ごとに達成するための施設を書き出す。
　班で相談してみましょう。
　
　
２．班ごとにＳＤＧｓの中から目標を３つ選び、タウン
シートに記入する。目標を達成した町を想定し、「施設・
土地利用カード」から絶対に必要な施設・土地利用を
6つ選び、タウンシートを完成させよう。

　※自分たちで施設・土地利用カードを追加・制作して
もよい。

　
３．班ごとに完成したタウンシートを発表する。
　
　
４．班ごとに想定した町で、「３つ以外で達成された他
のＳＤＧｓの目標（シナジー）」と「達成が遠ざかっ
たＳＤＧｓの目標（トレード・オフ）」は、何か考えよう。

　
５．班ごとに発表する
　
６．ふり返りシートを記入する。

ワークシート①の表を使いながら、17 の
目標を確認する。生徒の実情に応じてワー
クシート①の（１）（２）を選んで使用する。
（１）ＳＤＧｓ初心者
（２）ＳＤＧｓ既修者
　
タウンシートに必要な施設・土地利用カー
ドを相談してのりで貼っていく。必要な施
設がない場合は、白紙の枠に手書きして貼
る。
　
　
　
選んだ３つのＳＤＧｓの目標をどの施設
で、どう達成するか説明していく。
　
ワークシート②を配布して、「３つ以外で
達成された他のＳＤＧｓの目標」と「達成
が遠ざかったＳＤＧｓの目標」について、
例を参考に具体的に考えていく。
　
「公助」「自助」「共助」の視点や他の自治
体と協力をするという視点などが導きた
い。全体に感想を共有してもよい。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



・

・

・

・

・

１．「小・中学校」「市町村役所」「病院」「公園」「ごみ焼却施設」は、ＳＤＧｓの目標のうち、どれを達成
できるでしょうか？（出典：SDGs 副教材 私たちがつくる持続可能な世界～SDGs をナビにして～） 

　　※それぞれの施設から複数線を結ぶのは可。
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ワークシート①（1）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせよう
ばしょ けいたい ひんこん お

飢餓を終わらせ、全ての人が一年を通して栄養のある

十分な食料を確保できるようにし、持続可能な農業を促進しよう

きが お すべ いちねん とお えいよう

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進しよう

ねんれい すべ ひとびと けんこうてき せいかつ かくほ

全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を

達成し、生涯にわたって学習できる機会を増やそう

すべ ひと う こうせい しつ かた きょういく かんぜんふきゅう

男女平等を達成し、

全ての女性及び女児の能力の可能性を伸ばそう

だんじょびょうどう たっせい

全ての人が、安全な水とトイレを利用できるよう

衛生環境を改善し、ずっと管理していけるようにしよう

すべ ひと あんぜん みず りよう

全ての人が、安くて安定した

持続可能な近代的エネルギーを利用できるようにしよう

誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促進し、全ての人が生産的

で働きがいのある人間らしい仕事に就くことができるようにしよう

災害に強いインフラを作り、持続可能な形で産業を発展させ

イノベーションを推進していこう

国内及び国家間の不平等を見直そう

安全で災害に強く、持続可能な都市及び居住環境を実現しよう

持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じよう

持続可能な開発のため海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用しよう

陸上の生態系や森林の保護・回復と持続可能な利用を推進し、

砂漠化と土地の劣化に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう

持続可能な開発のための平和的で誰も置き去りにしない社会を

促進し、全ての人が法や制度で守られる社会を構築しよう

目標の達成のために必要な手段を強化し、

持続可能な開発にむけて世界のみんなで協力しよう

すべ ひと やす あんてい

だれ と のこ けいざいせいちょう そくしん すべ ひと せいさんてきじぞくかのう

さいがい つよ つく じぞくかのう かたち さんぎょう はってん

こくないおよ こっかかん ふびょうどう みなお

あんぜん さいがい つよ じぞくかのう およ きょじゅうかんきょう じつげんとし

じぞくかのう ほうほう せいさん しょうひ と く すす

きこうへんどう およ えいきょう けいげん きんきゅうたいさく こう

かいはつ かいようしげん ほぜんじぞくかのう

りくじょう せいたいけい しんりん ほご かいふく じぞくかのう りよう すいしん

じぞくかのう かいはつ へいわてき だれ お ざ しゃかい

もくひょう たっせい ひつよう しゅだん きょうか

じゅうぶん しょくりょう かくほ じぞくかのう のうぎょう そくしん

ふくし そくしん

たっせい しょうがい がくしゅう きかい ふ

すべ じょせいおよ じょじ のうりょく かのうせい の

えいせいかんきょう かいぜん かんり

じぞくかのう きんだいてき りよう

はたら にんげん しごと つ

すいしん

じぞくかのう かたち りよう

さばくか とち れっか たいしょ せいぶつたようせい そんしつ そし

そくしん すべ ひと ほう せいど まも しゃかい こうちく

かいはつ せかい きょうりょくじぞくかのう

小・中学校

・市町村役所

・病　院

・公　園

・ごみ焼却施設
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１．ＳＤＧｓを達成するために必要な町の施設は何があるでしょう？
　　（出典：SDGs 副教材 私たちがつくる持続可能な世界～SDGs をナビにして～）

ワークシート①（2）

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせよう
ばしょ けいたい ひんこん お

飢餓を終わらせ、全ての人が一年を通して栄養のある

十分な食料を確保できるようにし、持続可能な農業を促進しよう

きが お すべ いちねん とお えいよう

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進しよう

ねんれい すべ ひとびと けんこうてき せいかつ かくほ

全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を

達成し、生涯にわたって学習できる機会を増やそう

すべ ひと う こうせい しつ かた きょういく かんぜんふきゅう

男女平等を達成し、

全ての女性及び女児の能力の可能性を伸ばそう

だんじょびょうどう たっせい

全ての人が、安全な水とトイレを利用できるよう

衛生環境を改善し、ずっと管理していけるようにしよう

すべ ひと あんぜん みず りよう

全ての人が、安くて安定した

持続可能な近代的エネルギーを利用できるようにしよう

誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促進し、全ての人が生産的

で働きがいのある人間らしい仕事に就くことができるようにしよう

災害に強いインフラを作り、持続可能な形で産業を発展させ

イノベーションを推進していこう

国内及び国家間の不平等を見直そう

安全で災害に強く、持続可能な都市及び居住環境を実現しよう

持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じよう

持続可能な開発のため海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用しよう

陸上の生態系や森林の保護・回復と持続可能な利用を推進し、

砂漠化と土地の劣化に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう

持続可能な開発のための平和的で誰も置き去りにしない社会を

促進し、全ての人が法や制度で守られる社会を構築しよう

目標の達成のために必要な手段を強化し、

持続可能な開発にむけて世界のみんなで協力しよう

すべ ひと やす あんてい

だれ と のこ けいざいせいちょう そくしん すべ ひと せいさんてきじぞくかのう

さいがい つよ つく じぞくかのう かたち さんぎょう はってん

こくないおよ こっかかん ふびょうどう みなお

あんぜん さいがい つよ じぞくかのう およ きょじゅうかんきょう じつげんとし

じぞくかのう ほうほう せいさん しょうひ と く すす

きこうへんどう およ えいきょう けいげん きんきゅうたいさく こう

かいはつ かいようしげん ほぜんじぞくかのう

りくじょう せいたいけい しんりん ほご かいふく じぞくかのう りよう すいしん

じぞくかのう かいはつ へいわてき だれ お ざ しゃかい

もくひょう たっせい ひつよう しゅだん きょうか

じゅうぶん しょくりょう かくほ じぞくかのう のうぎょう そくしん

ふくし そくしん

たっせい しょうがい がくしゅう きかい ふ

すべ じょせいおよ じょじ のうりょく かのうせい の

えいせいかんきょう かいぜん かんり

じぞくかのう きんだいてき りよう

はたら にんげん しごと つ

すいしん

じぞくかのう かたち りよう

さばくか とち れっか たいしょ せいぶつたようせい そんしつ そし

そくしん すべ ひと ほう せいど まも しゃかい こうちく

かいはつ せかい きょうりょくじぞくかのう

複数回答可

（例）小・中学校
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タウンシート

施設⑥

施設⑤

施設①

施設④

（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　タウン

施設③

施設②

達成するＳＤＧｓの目標（３つ） 
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施設・土地利用カード（切り離して使用する） 

港 空　港 火力発電所

神社・寺院 ごみ焼却場 公民館

太陽光発電所

図書館 工業団地 スーパーマーケット

ショッピングモール 高校・大学 病　院

国際交流センター
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・出来上がったタウンシートで上の 3 つ以外のＳＤＧｓの目標で達成できそうな目標は何か？

班ごとに想定した町で、ＳＤＧｓの目標の達成について考えよう。

（例）交通渋滞の緩和のためにバイパスを建設（⑨）したら、交通の便が良くなり、
居住環境がよくなった（⑪） 

出来上がったタウンシートで達成から遠ざかったＳＤＧｓの目標は何か？

（例）山の斜面に太陽光パネルを設置（⑦）したら、土地が脆弱になり土砂崩れが起きた（⑪⑮） 

ワークシート②
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●感想

（　　）年　（　　）組　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

ふり返りシート

●今回のアクティビティでは、市町村の立場からＳＤＧｓの達成を考えた。他のグループの意見を聞
いた上でＳＤＧｓの目標の中で、どちらも達成しようとすることが難しい目標の組み合わせがあっ
たか？

●地方公共団体だけでＳＤＧｓの目標を達成しようと思うと、財源や施設などの課題が多い場合があ
る。どのようにすれば、すべてのＳＤＧｓの達成ができるだろうか？



●資料・解説
インターリンゲージ
　「インターリンゲージ」とは、複数のモノ・コトが相互につながっていることを表しています。一見すると、
分野ごとに独立して見えるＳＤＧｓのゴールやターゲットも互いにつながっています。つまり、あなたが一つの
ターゲットに関する行動を起こしたならば、ほかのゴールやターゲットにも影響が及ぶ可能性があるのです。
　複数の要素が関係しあっているということは、ひとつを解決するとほかの課題も解決するかもしれませんし、
逆に他の課題がさらに解決から遠ざかるかもしれません。前者は相乗効果（シナジー）、後者はトレードオフと
表現されます。
　
（例）
行動：　新たに道路を建設してインフラを整備すること
　⇒9.1：経済発展や人間の福祉を支援するインフラの開発
　
相乗効果（シナジー）
　→道路の完成による公共交通機関の開通

　　⇒11.2：すべての人々に安全かつ安価で容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを
　　　　　　提供する
　→金融機関の支店の開設による商業の振興
　⇒8.3：金融サービスへのアクセス改善などを通じて中小零細企業の設立や成長を推奨する
　
トレードオフ
　→道路建設のための森林開拓
　⇒15.2：森林減少の阻止
　→森林減少に伴う治水機能の減退
　⇒11.5：水関連災害などの災害による死者や被害者数の大幅な削減
　
※ＳＤＧｓを地域で考えていく際に、ＳＤＧｓの基本知識の解説に加えて、どのような地域での事例があるか
を紹介してくれています。参考までに。

　 （高木 超『まちの未来を描く！自治体のＳＤＧｓ』2021年・学陽書房、P52，53より抜粋）
　
アクティビティ２「もしも、格差タウン・工業タウンが隣接していたら？！」
●概要
　近くのまちの施設が自身のまちにどのようなメリットやデメリットをもたらすか、また、どのように連携する
のがよいかを考える。その上で、周りの町と協力したＳＤＧｓの達成について考える。また、世界で協力しての
ＳＤＧｓ達成についても考える。
　
●ねらい
　まちが連携する上において起きる相乗効果（シナジー）やトレード・オフについて考え、ＳＤＧｓの目標達成
の難しさを体験する。また、ＳＤＧｓの達成を目指す世界の縮図を体験する。
　
●主な対象
　中学生～高校生

48



●用意するもの
　・筆記用具
　・ワークシート③（P51）：全員分
　・アクティビティ１で使用した各班のタウンシート
　・（アクティビティ1を実施していない場合）班ごとのタウンシート（P52）
　・格差タウンシート（P53）
　・工業タウンシート（P54）
　・ワークシート④（P55）
　・市長設定カード：各1枚ずつ（P56）
　・ふり返りシート（P57）：全員分
　
●所要時間
　４５～５０分（アクティビティ1を実施していない場合は９０分程度）
　
●すすめ方

49

１．自分たちの町ですべてのＳＤＧｓ達成が難し
いので、近くの町と協力して達成できたらいい
のですけど…もし「格差タウン」「工業タウン」
が近くにあったらどうするか、考えよう。

　
２．「格差タウン」、「工業タウン」、各班のタウン
シートと河川・幹線道路がどのように配置され
ているかを、図１（６班用）または図２（９班用）
を参考に説明する。

　
３．ワークシート④を配布し、「格差タウン」「工
業タウン」が隣接していることのメリット・デ
メリットを班で考える。その上で、ＳＤＧｓ達
成に向けて、どちらのタウンとどのような交渉
をするかも考える。

　
４．ワークシート③を使って、「格差タウン」「工
業タウン」の市長とＳＤＧｓの達成に向けて交
渉しよう。

　
５．ワークシート③の３．に、交渉はうまくいっ
たか、うまくいった・いかなかったの理由を書
く。

　
６．ふり返りシートを記入する。

ワークシート③を記入していく。アクティビティ
１を実施していたら、作成したタウンシートにつ
いて、実施していなければ「班ごとのタウンシー
ト」を使用して実際の自分たちのまちで考える。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「格差タウン」「工業タウン」の市長は教員・生徒
がやってもよい。「格差市長の設定カード」「工業
市長の設定カード」を参考に、演じる。
　
　
　
　
全体に感想を共有してもよい。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ
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タウンの設置は、以下のような形がよいと思われる。

図１：６班の場合

図２：9 班の場合 

━ …幹線道路
■ …河川
　 …風向き

━ …幹線道路
■ …河川
　 …風向き

１班 ７班

４班 極貧タウン ３班

５班 工業タウン

８班 ２班 ９班

６班

１班 極貧タウン ３班

５班 工業タウン ４班

２班 ６班
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私たちの町では、どのくらいＳＤＧｓの目標が達成できるでしょうか？
（出典：SDGs副教材私たちがつくる持続可能な世界～SDGsをナビにして～）

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせよう
ばしょ けいたい ひんこん お

飢餓を終わらせ、全ての人が一年を通して栄養のある

十分な食料を確保できるようにし、持続可能な農業を促進しよう

きが お すべ いちねん とお えいよう

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進しよう

ねんれい すべ ひとびと けんこうてき せいかつ かくほ

全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を

達成し、生涯にわたって学習できる機会を増やそう

すべ ひと う こうせい しつ かた きょういく かんぜんふきゅう

男女平等を達成し、

全ての女性及び女児の能力の可能性を伸ばそう

だんじょびょうどう たっせい

全ての人が、安全な水とトイレを利用できるよう

衛生環境を改善し、ずっと管理していけるようにしよう

すべ ひと あんぜん みず りよう

全ての人が、安くて安定した

持続可能な近代的エネルギーを利用できるようにしよう

誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促進し、全ての人が生産的

で働きがいのある人間らしい仕事に就くことができるようにしよう

災害に強いインフラを作り、持続可能な形で産業を発展させ

イノベーションを推進していこう

国内及び国家間の不平等を見直そう

安全で災害に強く、持続可能な都市及び居住環境を実現しよう

持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じよう

持続可能な開発のため海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用しよう

陸上の生態系や森林の保護・回復と持続可能な利用を推進し、

砂漠化と土地の劣化に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう

持続可能な開発のための平和的で誰も置き去りにしない社会を

促進し、全ての人が法や制度で守られる社会を構築しよう

目標の達成のために必要な手段を強化し、

持続可能な開発にむけて世界のみんなで協力しよう

すべ ひと やす あんてい

だれ と のこ けいざいせいちょう そくしん すべ ひと せいさんてきじぞくかのう

さいがい つよ つく じぞくかのう かたち さんぎょう はってん

こくないおよ こっかかん ふびょうどう みなお

あんぜん さいがい つよ じぞくかのう およ きょじゅうかんきょう じつげんとし

じぞくかのう ほうほう せいさん しょうひ と く すす

きこうへんどう およ えいきょう けいげん きんきゅうたいさく こう

かいはつ かいようしげん ほぜんじぞくかのう

りくじょう せいたいけい しんりん ほご かいふく じぞくかのう りよう すいしん

じぞくかのう かいはつ へいわてき だれ お ざ しゃかい

もくひょう たっせい ひつよう しゅだん きょうか

じゅうぶん しょくりょう かくほ じぞくかのう のうぎょう そくしん

ふくし そくしん

たっせい しょうがい がくしゅう きかい ふ

すべ じょせいおよ じょじ のうりょく かのうせい の

えいせいかんきょう かいぜん かんり

じぞくかのう きんだいてき りよう

はたら にんげん しごと つ

すいしん

じぞくかのう かたち りよう

さばくか とち れっか たいしょ せいぶつたようせい そんしつ そし

そくしん すべ ひと ほう せいど まも しゃかい こうちく

かいはつ せかい きょうりょくじぞくかのう

ＳＤＧｓの達成度

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

高い・普通・低い・わからない

ワークシート③
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班ごとのタウンシート

小・中学校

町役場

市街地

消防署

（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　タウン

警察署

田　畑



格差タウンシート

スラム

農　地

公園

歓楽街

（　　　　　格　差　　　　　）
　　　　　　　　　　タウン

カジノ

ごみ埋め立て地
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火力発電所

工場

下水処理場

団　地

（　　　　　工　業　　　　　）
　　　　　　　　　　タウン

大型ごみ焼却場

工　場

工業タウンシート
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・隣接していて、「いい面（メリット）」はあるだろうか？

「格差タウン」「工業タウン」が隣接していたら、どんなことがあるだろうか？

・隣接していて、「課題となる面（デメリット）」はあるだろうか？

・ＳＤＧｓの目標達成について、「　　　　タウン」の市長と交渉する準備をしよう！

２．交渉はうまくいったか？（　はい　・　いいえ　　）
　うまくいった・うまくいかなかった理由は何だろうか？　

ワークシート④



「格差市長の設定カード」（　いらすとや　から出典）

・格差タウンでは、ＳＤＧｓ①の目標をまず達成しようとしています。

・土地がやせ農業もままならない。

・産業としては、農業・ごみの埋め立て・客商売・カジノ店員が多い。

・公園は、スラム化しつつあり、ホームレスも多くなってきた。

・歓楽街やスラム、カジノが周りの町に悪影響を

　及ぼすのはわかるが…

　生きていくためには仕方がないのです。

・支援をいただけるなら、支援していただきたい！

「工業市長の設定カード」

格差タウン　市長

工業タウン　市長

・経済発展が最優先！

・工場で生産／発電所で発電することで、私たちは経済的に豊かになれる！

・他の町でもうちの町で発電した電気を使っているじゃないか。

・他の町でもうちの町で生産した製品で便利になっているじゃないか。

・他の町のごみ焼却はうちの町でやっているのはご存じですか。

・他の町は工業タウンが経済発展しているのがうらやましいだけ。

・ＳＤＧｓの達成よりも経済発展の方が優先でしょ？

・生きていくためには、お金を稼がなくては

　いけないのは当たり前。

市長設定カード
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（　　）年　（　　）組　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

ふり返りシート

●今回のアクティビティでは、市町村との関わりから協力してのＳＤＧｓの達成を考えた。周りの個
人・企業・地域と協力してＳＤＧｓの目標を達成しようと思うと、障害になっていることは何か？

●上記で考えた障害となっていることや交渉の難しさを乗り越えるためには、どのようなこと（考え
方・出来事など）が必要か、考えよう。

●感想

●京都議定書の締結において交渉がうまくいかないことがあった。以下の先進国と発展途上国の主張
を見て、どういったところに交渉の難しさがあったのか、考えよう。

　（「アクティブ10公民　対立から合意を目指すには？」　6：37～9：16より出典）

　先進国側　「途上国のなかにもたくさん温室効果ガスを排出している国がある。だから途上国も
排出量の削減を行うべき」

　
　途上国側　「温室効果ガスを排出して温暖化の原因を作ったのは先進国。途上国にも工業化して

豊かになる権利がある。だから工業化の妨げとなる排出削減には応じられない」
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アクティビティ３「自分たちの町の３０年後の将来は…？」
●概要
　ＳＤＧｓが達成された２０３０年を経て、どのようになっていて欲しいかについて考える。今ある自分たちの
町の強みやこれからも進んでいくグローバル化・情報化・イノベーションを生かすとともに、５０年後・１００
年後も持続可能な町を考えていく。また、そういった町にしていくために、個人として何をするか、地域の自治
会・ＮＰＯなどの団体として何をしていくか、地方公共団体・国に何を求めるかを考え、実現に向けてのバック
キャスティングをする。
　
●ねらい
　持続可能な地域の創り手としての意識を高める。
　
●主な対象
　中学生以上
　
●用意するもの
　・筆記用具
　・ワークシート⑤（P60）：全員分
　・ワークシート⑥（P61～62）：全員分
　・ワークシート⑦（P63）：全員分
　・ワークシート⑧/ふり返りシート（P64～65）：全員分
　・模造紙：各班1枚
　・マジック：各班1セット
　・ふせん：各班に 3色（赤・青・黄）
　
●所要時間
　４５～５０分×３～４回
　（３回の場合、１～３／４～５／６～７。４回の場合、１／２～３／４～５／６～７で分ける。）
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●すすめ方

１．自分たちの町（地域）の強みと課題を出し合っ
てみよう。

　※自分たちで図書館の書籍やインターネットで
調べてもよい。

ワークシート⑤に各自で記入していく。
調べ学習として宿題とする、1 時間の授業として
行うでもよい。

２．模造紙にふせんを貼り、どのような町にして
いきたいかを考える。

　例：赤…町の強み・すごいところ
　　　青…町の弱み・課題
　　　黄…外部からのリソース・支援
　
　
　
３．各班でどのような町にしていくかを発表しあ

う。

ワークシート⑤を参考にしてグループでふせんに
記入していく。コンセプトとしては、「ず～っと
住み続けられる 30 年後の私たちの町（地域）」
とする。
ふせんを模造紙の上に貼って、仲間分けをしたり、
マジックで追加情報を書いたり、どんな町にした
いかを班のメンバーで合意形成をしながら、話し
合って中心に書き込む。
　
ワークシート⑥に記入しながら聞き、すべての班
が発表し終えたら、記入したワークシート⑤を切
り、発表した班にフィードバックする。
※ワークシート⑥の（１）は６班用、（２）は９
班用

４．フィードバックされた内容や他の班の発表を
聞いて、模造紙に追加情報を書き込んでいく。

　
　
５．出来上がった模造紙を参考に、今から何をす

るかを考える。

ワークシート⑥のＰ・Ｍ・Ｉのそれぞれについてど
ういったことが書かれているか分析をしながら付
け足していく。
　
ワークシート⑦を記入していく。

６．各班で、フィードバック後にどのように変化
があったか、今から何をするかについて発表
しあう。

　
　
　
　
　
　
７．ふり返りシートを記入する。

ワークシート⑧を記入していく。
ワークシート⑧の（１）は６班用（２）は９班用
※できれば、学校教職員・保護者・地域の公民館・
町内会長の方などに聞いていただき、フィー
ドバックしてもらえると、より生徒の考えが
深まり、地域への発信にもなるかと。地域の
大人にもＳＤＧｓについて考え、行動しても
らえるように…。

　
全体に発表してもよい。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ
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・私たちの町の強み・すごいところ

「ず～っと住み続けられる30年後の私たちの町（地域）」を考えるための情報を集めよう。

・私たちの町の弱み・課題

・周りの町／日本／世界で活用できそうなこと・ひと・もの

ワークシート⑤
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Ｍ（考えておいた方がいいこと） Ｉ（興味深いと思ったこと）Ｐ（よいと思ったこと）

班

班

班

班

班

他の班の「ず～っと住み続けられる30年後の私たちの町（地域）」の発表を聞いて、Ｐ（よいと思ったこ
と）Ｍ（もう少し考えておいた方がいいこと）Ｉ（興味深かったこと）について書き込もう。
※自分の班については書かない。

ワークシート⑥（1） ※６班用
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Ｍ（考えておいた方がいいこと） Ｉ（興味深いと思ったこと）Ｐ（よいと思ったこと）

班

班

班

班

班

班

班

班

他の班の「ず～っと住み続けられる30年後の私たちの町（地域）」の発表を聞いて、Ｐ（よいと思ったこ
と）Ｍ（もう少し考えておいた方がいいこと）Ｉ（興味深かったこと）について書き込もう。
※自分の班については書かない。

ワークシート⑥（2） ※９班用
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・目指す３０年後の私たちの地域の要点

自分の班で作成した「ず～っと住み続けられる30年後の私たちの町（地域）」にするために、
今から何をするか、何ができるかを考えよう。

・私個人が何をするか。何ができるか。

・私の所属する身近な社会集団で何をするか。何ができるか。
【　例：家族、学校（クラス・学年・部活動・生徒会・委員会）、友達、習い事・ＮＰＯなど　】

・地方公共団体や国に何を求めるか。

ワークシート⑦
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発表の感想

班

班

班

班

班

他の班の「ず～っと住み続けられる30年後の私たちの町（地域）と今すること・できること」の発表を
聞いて、感想を書き込もう。※自分の班については書かない。

ワークシート⑧／ふり返りシート（1） ※６班用

理由としては…

（　　）年　（　　）組　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

●今回のアクティビティでは、ＳＤＧｓ達成が済んだ３０年後の自分たちの地域について考えた。今
回「理想とする３０年後の町（地域）」や「そのために今からする・できること」も考えた中で、
あなた自身になにか変化があったか。

（　あった　・　なかった　・　わからない　）

●感想
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発表の感想

班

班

班

班

班

班

班

班

他の班の「ず～っと住み続けられる30年後の私たちの町（地域）と今すること・できること」の発表を
聞いて、感想を書き込もう。※自分の班については書かない。

ワークシート⑧／ふり返りシート（2） ※９班用

理由としては…

（　　）年　（　　）組　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

●今回のアクティビティでは、ＳＤＧｓ達成が済んだ３０年後の自分たちの地域について考えた。今
回「理想とする３０年後の町（地域）」や「そのために今からする・できること」も考えた中で、
あなた自身になにか変化があったか。

（　あった　・　なかった　・　わからない　）

●感想
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（出典：みずしま財団設立２０年記念事業「２０３０年の水島、こうなったらいいな」
～持続可能な地域をめざして～）

●資料・解説①：公害に立ち向かう町・倉敷市（水島地区）
　公益財団法人 水島地域環境再生財団（みずしま財団）では、倉敷公害訴訟の和解前（１９９５年）に患者さ
んの願いを込めて作られた「よみがえれ　水島のまち　公害のまちから緑と水、賑わいのまちへ―水島再生プラ
ン」をもとに、２０２０年の現状を環境アセスメント手法でチェックし、新たに「２０３０年の水島、こうなっ
てたらいいな」を作成されました。
　「過去」「現在」「未来」をつないで考える町づくりは、それぞれの地域を考えるうえで、参考になっていく
事例かと思います。参考にしていただくと、より深まるかと思います。（以下、一部参照）
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●資料・解説②：外国人労働者とともに歩む GO TO☆ワンハート・江津市
　島根県江津市（人口：23,402人［2019年］、面積：268.2㎢）
　島根県の外国人労働者数：4,405人［2020年］
　　内訳　ベトナム（1,304人）ブラジル（1,192人）中国（727人）フィリピン（422人）他（760人）
　
　今回の研修でのフィールドワークで伺わせていただいた「日本語交流クラブ GO TO☆ワンハート」の代表を
されている山藤美之さんが団体を作るきっかけは、以下の外国人労働者の技能実習制度の課題に気づかれたから
だそうです。
　
　・雇用者の外国人に対する人権の軽視 …（例）雇用事業主がパスポートを取り上げて管理
　・安い労働力の確保が目的  …（例）違法な時間外労働／賃金不払い残業
　・不法な借金を背負わされての来日 …（例）現地ブローカーからの搾取（50万～150万円）
　・技能実習制度の適応は1回きり …（例）2度目の実習はダメ
　・地域に溶け込めないまま、帰国 …（例）地域との接点の少なさ／賃金の大半は本国へ送金
　
　このままでは、日本の悪いイメージが強くなり、外国人労働者に「選ばれる国」ではなくなっていくのではな
いかということでした。そこで、日本で暮らす在住外国人の地域での生活を豊かにしたい！という思いから、団
体を立ち上げました。日本語学習支援・体験イベント・交流イベント・相談という4つの手段を通して、地域住
民との相互理解促進 と コミュニケーション能力の向上をし、「地域に定着した豊かな多文化共生社会」を実現
していこうということです。
　山藤さんの話の中で、実際に外国人労働者のベトナムの方で何年か江津市に住んでいるのに、職場と住居・
スーパーマーケットくらいの往復をするくらいで、地元の水族館に行ったこともなかったり、それについて何も
知らなかった方がいたそうです。職場や地域の日本人とコミュニケーションを如何にとれていないかが浮き彫り
になっていると思えました。
　交流したベトナムの外国人労働者の方も、このGO TO☆ワンハートのイベントに参加するようになって、地
域の年中行事に参加したり、地域に関われるようになっていったりしたそうです。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「相互理解・相互交流をする場」を作ること・参加すること・そこに巻き込んでいくことが、「苦しんでいる人
（外国人だけでなく、日本人も含め）」の助けとなって、誰も取り残さない町になっていくのではないのかと思
わされました。

アジアフェスタ2020＠ごうつ　日本語スピーチコンテスト
最優秀賞 グエン ツイ リンさん『出会いが変えた日本の生活』（抜粋）
　「…日本語も、わからず、仕事を、教えてもらっても、言葉がわかりません。意味が分からないくせ
に、わかったふりして、何度も仕事を間違えました。買い物に行って、油とお酢を間違えて買ったことも
ありました。だから、どこにも出かけず、仕事ばかり…辛くて、寂しくて、悲しくて…「ベトナムに帰り
たい」と思いました。…中略…
　（ワンハートに参加するようになって、）毎週、日曜日に、みんなと一緒に日本語の勉強をして、お花
見、浴衣、いちご狩り、バーベキュー…私の日曜日は、とても忙しくて、楽しくなりました。特に楽し
かったのは、日本人と一緒に、ベトナム料理を作って食べる交流会です。ベトナム料理を食べて、「おい
しい！」って、言ってくれたからです。両市で、ベトナムのことが大好きになってもらえたから、私の心
はウキウキ、うれしくなりました。ワンハートとの出会いのおかげで、日本人と話ができるようになりま
した。…」
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●おわりに
　昨今、ＳＤＧｓについて報道・学習が多くなってきている。そんな中だからこそ、どの目標も欠けることなく、
誰一人として取り残さないという難しさを共有していくことも大切ではないだろうか。また、ＳＤＧｓが達成さ
れた２０３０年以降も私たちは、地球・日本・地域に暮らし続ける人がほとんどであるからこそ、２０３０年以
降のことも見据えていないといけないのではないだろうか。ＶＵＣＡの時代と言われる「正解」がない現代には、
私たちの持てる知恵と技術を総動員し、子どもも大人も関係なく、身の回り・地域・自治体・国・世界をも巻き込み、
対立と合意を繰り返しながらも、協働して「最適解」を考え、実践・行動できる人材が求められているのではな
いだろうか。そういった思いを込めて、（ぶつけて…？）作成しました。上記のようなことが考えられる・培え
る学習材になっていると嬉しいです。今回、そして、今までお世話になった・学ばせていただいた方々に感謝です。

　
　
　
・『まちの未来を描く！自治体のＳＤＧｓ』高木 超［著］、学陽書房、２０２１年。
・SDGs副教材 私たちがつくる持続可能な世界～SDGsをナビにして～
　（https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/）
・アクティブ 10公民　対立から合意を目指すには？
　（https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005120484_00000）
・パンフレット『みずしま財団設立２０年記念事業「２０３０年の水島、こうなったらいいな」
　～持続可能な地域をめざして～』、NPO地域づくり工房［著］、２０２０年。
　（https://www.mizushima-f.or.jp/jyouhou/pdf/2020-02.pdf）

参考・引用資料

　　

　　
　
　

　
山藤　美之

　
■「ウチの孫は日本人だけぇな。変な言葉、教えんさんな！」
　日本人男性と結婚し、江津にやってきたインドネシア人のKさんが、授かった赤ちゃんをあやし
ている時に、思わずインドネシア語で、赤ちゃんに語りかけたんでしょう。嫁ぎ先の義父母から言
われた言葉です。なんと心ない言葉なんでしょうか。人としての本能、人権、アイデンティティす
べてを壊してしまう言葉です。地域の日本語ボランティアの日本語指導以外の目的に気づかされた
言葉でした。
　
■「アクアス？、しらないです･･･。」
　江津初の女性ベトナム人技能実習生のうち4人がワンハートに入会したのは江津に来て8ヶ月過
ぎたときでした。江津の数少ない観光施設である「しまね海洋館アクアス」は県内外からのお客さ
んが来たときは必ず連れて行く場所という認識のあった私は当然、彼女たちも、会社の人に連れら
れて行ったことあるだろうと思っていました。
「じゃあ、いままで、どこに行ったことがありますか？」と聞いたら
「○○(近くのスーパーの名前)」
ということは、彼女たちは地元のスーパーと会社と寮の３箇所しか知らず、放っておくとその３箇
所だけで3年間を過ごして帰国することになるんだ！そりゃないでしょ！会社の上司や同僚は、何
故、休日にアクアスに連れて行かないの？技能実習生って、いったいなんなんだ？どうなっている
んだ？･･･たくさんの！や？が噴出しました。
　技能実習制度に向き合うきっかけとなりました。

■「ここは日本です。信じられる？だれか助けてください。」
　私のSNSにはベトナム人の友達がたくさんいます。そのため時折、ベトナム語の投稿が表示され
ます。ある日そんなベトナム語の投稿をなにげなく見ていたらベトナム語に混じって漢字で「島根
県」という単語があり、汚い部屋や台所の写真が添えられているのを見つけました。早速、ベトナ
ム人にその投稿を日本語に訳してもらって驚きました。そこには劣悪な環境で働き、生活するベト
ナム人技能実習生の悲痛な訴えが書いてありました。助けたい！助けなければ！そう思い動きまし
た。当該の実習生達と直接会って聞き取りをし、当該の自治体、労働基準監督署、JITCO(国際人
材協力機構)･･･色々と動き、もがきまくった揚げ句、彼らを助けることはできませんでした。それ
ぞれの機関で理解してもらって、それぞれで動いてもらったのに･･･です。要は「外国人の技能実
習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律」では助けられなかったのです。情けなくも悲
しい現実です。

■「技能実習生について、具体的なことを初めて聞きました。」
　最近、大学生に外国人材について講義をする機会がありました。上記が学生の感想でした。で
も、よく考えてみてください。技能実習生制度の前身である研修制度ができたのが1990年。以来
30年、今や約40万人の技能実習生が日本で働いています。外国人労働者というカテゴリーでみる
と180万人が働いています。「知らなかった」と簡単に言っていいものなのでしょうか？知る機会
が、なぜ無かったのでしょうか？
　
■30年前から変わっていない？国際感覚
　1987年JETプログラムでCIR(国際交流員)やALT(外国語指導助手)が、市町にやってきて「国際
交流」という言葉が多用されるようになりました。さらに2000年に総合的な学習の時間が学校に
導入され、「国際教育」、「国際理解」という言葉が流行しました。CIRやALTの母国について紹
介するセミナー、料理交流会さらには彼らを日本の行事に参加させた交流会などが各地で盛んに実
施されたものです。
　時代は大きく変わりました。30年前の在留外国人は約130万人。それが今は290万人に倍増！さ
らに外国人労働者数になると約48万人だったのが、2020年には172万人、３倍以上に増えていま
す。当時の技能実習生はほぼ中国人でしたが、今はベトナム人が主流になっています。
　それに対して多文化共生への取り組みはどうでしょうか？30年前と変わっているでしょうか？
公共施設の案内標記は相変わらず、英語、中国語、韓国語表記のままです。今や日本の産業を支え
ているベトナム人のためのベトナム語標記を追加した施設ってあるのでしょうか？今でも国際交流
イベントはたくさん開かれています。多文化共生の第一歩は「交流」。でも、この30年、第一歩
で止まって足踏みしているのではないでしょうか。
　外国人を外国人と見ている間は「交流」で止まってしまいます。外国人も地域の住民なのだと認
識しないと再び歩みが始まらないのではないでしょうか？
　
■ルツボ？、モザイク？、サラダボウル？
　多文化共生社会を例える言葉が、この3つです。ルツボは融解して混ざり合わせたもの、モザイ
クは個々の小片をちりばめたもの、サラダボウルは数種の野菜片をドレッシングで混ぜたもの。前
述の大学生への講座のときに「多文化共生社会としてめざすのは３つのどれですか？」と聞いて見
ました。答えの多くはサラダボウルでした。ルツボのように融解によって民族のアイデンティティ
を失うことなく、モザイクのように明確な境界を隔てての共存ではなく、適度に混ざり合って新し
い食感・味を作るサラダボウルがいいということなのでしょう。
　でも、忘れてはいけない大切なことがあります。サラダにはドレッシングが必要だということで
す。ドレッシングで和風にもなり、中華にもなり、イタリアンにもなります。なによりドレッシン
グがなければそれぞれの野菜の味をまとめることができません。
　ドレッシングの働きは素材の味を大切にして引き立たせ、新たな味や食感の美味しい料理にする
ことですね。多文化共生にも、このドレッシングが必要なのです。新たな味や食感は「交流」によ
り知ることができます。これをまとめて美味しい料理にするという意識を我々住民一人ひとりが醸
成しなければならないと思います。
　

■「今日、社長が笑ったよ」
　ある日曜日、A社の技能実習生の一人が日本語学習支援活動にやってくるや否や
「Santoさん！昨日、社長が笑ったよ！3年間で初めて見た！」って言ってきました。
「え！そうなんだ、社長、笑ったんだ！」
　変な会話ですね。実はこの社長はいつも苦虫を噛みつぶしたようなしかめっ面で、人をにらみつ
けているような人で、実習生たちも社長をとても怖がっていました。
　ワンハートの活動でA社がある地区の公民館でベトナム料理交流会や自治会の夏祭りへの出店な
どがあり、A社の実習生も参加していました。夏祭りには社長も奥さんと一緒に来られていました
ので、自社の実習生が地域の皆さんと交流する姿を見られたと思います。その上で、色々考えられ
たのでしょう。おそらく「外国人材」を「労働力」と見ていた社長が、彼らも「地域住民」なんだ
と認識を新たにされたのだろうと思います。
　それまで禁止していた自転車の使用を許可され、やがて寮にエアコンもつけられたり、残業時間
が軽減されたりと改善がなされました。
　秋のお祭りではA社の実習生がベトナム料理を作って御神輿の休憩場所でおもてなしをしていま
す。A社の近所に住む友人は「A社の実習生はいつも大きな声であいさつしてくれるので、気持ち
が和む」と言っています。
「外国人材」が「地域の担い手」になりつつあるんです。
　
■小さな勇気がドレッシングに
　一部の都市を除いてほとんどの町は過疎化、高齢化で地域の行事もままならない状況にあると思
います。でも皆さんの町にも外国人労働者がいるはず。みんな若くて、元気ですよ。
ちょっと勇気を出して「おはよう！」って声かけてみませんか？技能実習生にしても、技術者にし
ても基礎的な日本語はわかります。勇気を出して「どこから来たの？」「名前は？」どんどん話を
してみましょう。
　
【プロフィール】
山藤　美之（さんとう　よしゆき）
日本語交流クラブGOTO☆ワンハート代表。元島根県高等学校教員。1992年～1994年青年海外
協力隊に現職参加制度の適用をうけて参加し、ジャマイカの農業大学校に派遣された。2004年ワ
ンハートを立ち上げ、『外国人が地域で豊かに暮らすこと』を目的として日本語学習支援、地域交
流イベント、日本生活文化体験の開催などの活動を続けている。現在、島根県人材確保育成コー
ディネーター、島根県外国人地域サポーター、NPO法人地球のステージ理事。
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山藤　美之

　
■「ウチの孫は日本人だけぇな。変な言葉、教えんさんな！」
　日本人男性と結婚し、江津にやってきたインドネシア人のKさんが、授かった赤ちゃんをあやし
ている時に、思わずインドネシア語で、赤ちゃんに語りかけたんでしょう。嫁ぎ先の義父母から言
われた言葉です。なんと心ない言葉なんでしょうか。人としての本能、人権、アイデンティティす
べてを壊してしまう言葉です。地域の日本語ボランティアの日本語指導以外の目的に気づかされた
言葉でした。
　
■「アクアス？、しらないです･･･。」
　江津初の女性ベトナム人技能実習生のうち4人がワンハートに入会したのは江津に来て8ヶ月過
ぎたときでした。江津の数少ない観光施設である「しまね海洋館アクアス」は県内外からのお客さ
んが来たときは必ず連れて行く場所という認識のあった私は当然、彼女たちも、会社の人に連れら
れて行ったことあるだろうと思っていました。
「じゃあ、いままで、どこに行ったことがありますか？」と聞いたら
「○○(近くのスーパーの名前)」
ということは、彼女たちは地元のスーパーと会社と寮の３箇所しか知らず、放っておくとその３箇
所だけで3年間を過ごして帰国することになるんだ！そりゃないでしょ！会社の上司や同僚は、何
故、休日にアクアスに連れて行かないの？技能実習生って、いったいなんなんだ？どうなっている
んだ？･･･たくさんの！や？が噴出しました。
　技能実習制度に向き合うきっかけとなりました。

■「ここは日本です。信じられる？だれか助けてください。」
　私のSNSにはベトナム人の友達がたくさんいます。そのため時折、ベトナム語の投稿が表示され
ます。ある日そんなベトナム語の投稿をなにげなく見ていたらベトナム語に混じって漢字で「島根
県」という単語があり、汚い部屋や台所の写真が添えられているのを見つけました。早速、ベトナ
ム人にその投稿を日本語に訳してもらって驚きました。そこには劣悪な環境で働き、生活するベト
ナム人技能実習生の悲痛な訴えが書いてありました。助けたい！助けなければ！そう思い動きまし
た。当該の実習生達と直接会って聞き取りをし、当該の自治体、労働基準監督署、JITCO(国際人
材協力機構)･･･色々と動き、もがきまくった揚げ句、彼らを助けることはできませんでした。それ
ぞれの機関で理解してもらって、それぞれで動いてもらったのに･･･です。要は「外国人の技能実
習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律」では助けられなかったのです。情けなくも悲
しい現実です。

外国人材と多文化共生
～地域を担う外国人について～

コラム②

■「技能実習生について、具体的なことを初めて聞きました。」
　最近、大学生に外国人材について講義をする機会がありました。上記が学生の感想でした。で
も、よく考えてみてください。技能実習生制度の前身である研修制度ができたのが1990年。以来
30年、今や約40万人の技能実習生が日本で働いています。外国人労働者というカテゴリーでみる
と180万人が働いています。「知らなかった」と簡単に言っていいものなのでしょうか？知る機会
が、なぜ無かったのでしょうか？
　
■30年前から変わっていない？国際感覚
　1987年JETプログラムでCIR(国際交流員)やALT(外国語指導助手)が、市町にやってきて「国際
交流」という言葉が多用されるようになりました。さらに2000年に総合的な学習の時間が学校に
導入され、「国際教育」、「国際理解」という言葉が流行しました。CIRやALTの母国について紹
介するセミナー、料理交流会さらには彼らを日本の行事に参加させた交流会などが各地で盛んに実
施されたものです。
　時代は大きく変わりました。30年前の在留外国人は約130万人。それが今は290万人に倍増！さ
らに外国人労働者数になると約48万人だったのが、2020年には172万人、３倍以上に増えていま
す。当時の技能実習生はほぼ中国人でしたが、今はベトナム人が主流になっています。
　それに対して多文化共生への取り組みはどうでしょうか？30年前と変わっているでしょうか？
公共施設の案内標記は相変わらず、英語、中国語、韓国語表記のままです。今や日本の産業を支え
ているベトナム人のためのベトナム語標記を追加した施設ってあるのでしょうか？今でも国際交流
イベントはたくさん開かれています。多文化共生の第一歩は「交流」。でも、この30年、第一歩
で止まって足踏みしているのではないでしょうか。
　外国人を外国人と見ている間は「交流」で止まってしまいます。外国人も地域の住民なのだと認
識しないと再び歩みが始まらないのではないでしょうか？
　
■ルツボ？、モザイク？、サラダボウル？
　多文化共生社会を例える言葉が、この3つです。ルツボは融解して混ざり合わせたもの、モザイ
クは個々の小片をちりばめたもの、サラダボウルは数種の野菜片をドレッシングで混ぜたもの。前
述の大学生への講座のときに「多文化共生社会としてめざすのは３つのどれですか？」と聞いて見
ました。答えの多くはサラダボウルでした。ルツボのように融解によって民族のアイデンティティ
を失うことなく、モザイクのように明確な境界を隔てての共存ではなく、適度に混ざり合って新し
い食感・味を作るサラダボウルがいいということなのでしょう。
　でも、忘れてはいけない大切なことがあります。サラダにはドレッシングが必要だということで
す。ドレッシングで和風にもなり、中華にもなり、イタリアンにもなります。なによりドレッシン
グがなければそれぞれの野菜の味をまとめることができません。
　ドレッシングの働きは素材の味を大切にして引き立たせ、新たな味や食感の美味しい料理にする
ことですね。多文化共生にも、このドレッシングが必要なのです。新たな味や食感は「交流」によ
り知ることができます。これをまとめて美味しい料理にするという意識を我々住民一人ひとりが醸
成しなければならないと思います。
　

■「今日、社長が笑ったよ」
　ある日曜日、A社の技能実習生の一人が日本語学習支援活動にやってくるや否や
「Santoさん！昨日、社長が笑ったよ！3年間で初めて見た！」って言ってきました。
「え！そうなんだ、社長、笑ったんだ！」
　変な会話ですね。実はこの社長はいつも苦虫を噛みつぶしたようなしかめっ面で、人をにらみつ
けているような人で、実習生たちも社長をとても怖がっていました。
　ワンハートの活動でA社がある地区の公民館でベトナム料理交流会や自治会の夏祭りへの出店な
どがあり、A社の実習生も参加していました。夏祭りには社長も奥さんと一緒に来られていました
ので、自社の実習生が地域の皆さんと交流する姿を見られたと思います。その上で、色々考えられ
たのでしょう。おそらく「外国人材」を「労働力」と見ていた社長が、彼らも「地域住民」なんだ
と認識を新たにされたのだろうと思います。
　それまで禁止していた自転車の使用を許可され、やがて寮にエアコンもつけられたり、残業時間
が軽減されたりと改善がなされました。
　秋のお祭りではA社の実習生がベトナム料理を作って御神輿の休憩場所でおもてなしをしていま
す。A社の近所に住む友人は「A社の実習生はいつも大きな声であいさつしてくれるので、気持ち
が和む」と言っています。
「外国人材」が「地域の担い手」になりつつあるんです。
　
■小さな勇気がドレッシングに
　一部の都市を除いてほとんどの町は過疎化、高齢化で地域の行事もままならない状況にあると思
います。でも皆さんの町にも外国人労働者がいるはず。みんな若くて、元気ですよ。
ちょっと勇気を出して「おはよう！」って声かけてみませんか？技能実習生にしても、技術者にし
ても基礎的な日本語はわかります。勇気を出して「どこから来たの？」「名前は？」どんどん話を
してみましょう。
　
【プロフィール】
山藤　美之（さんとう　よしゆき）
日本語交流クラブGOTO☆ワンハート代表。元島根県高等学校教員。1992年～1994年青年海外
協力隊に現職参加制度の適用をうけて参加し、ジャマイカの農業大学校に派遣された。2004年ワ
ンハートを立ち上げ、『外国人が地域で豊かに暮らすこと』を目的として日本語学習支援、地域交
流イベント、日本生活文化体験の開催などの活動を続けている。現在、島根県人材確保育成コー
ディネーター、島根県外国人地域サポーター、NPO法人地球のステージ理事。
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山藤　美之

　
■「ウチの孫は日本人だけぇな。変な言葉、教えんさんな！」
　日本人男性と結婚し、江津にやってきたインドネシア人のKさんが、授かった赤ちゃんをあやし
ている時に、思わずインドネシア語で、赤ちゃんに語りかけたんでしょう。嫁ぎ先の義父母から言
われた言葉です。なんと心ない言葉なんでしょうか。人としての本能、人権、アイデンティティす
べてを壊してしまう言葉です。地域の日本語ボランティアの日本語指導以外の目的に気づかされた
言葉でした。
　
■「アクアス？、しらないです･･･。」
　江津初の女性ベトナム人技能実習生のうち4人がワンハートに入会したのは江津に来て8ヶ月過
ぎたときでした。江津の数少ない観光施設である「しまね海洋館アクアス」は県内外からのお客さ
んが来たときは必ず連れて行く場所という認識のあった私は当然、彼女たちも、会社の人に連れら
れて行ったことあるだろうと思っていました。
「じゃあ、いままで、どこに行ったことがありますか？」と聞いたら
「○○(近くのスーパーの名前)」
ということは、彼女たちは地元のスーパーと会社と寮の３箇所しか知らず、放っておくとその３箇
所だけで3年間を過ごして帰国することになるんだ！そりゃないでしょ！会社の上司や同僚は、何
故、休日にアクアスに連れて行かないの？技能実習生って、いったいなんなんだ？どうなっている
んだ？･･･たくさんの！や？が噴出しました。
　技能実習制度に向き合うきっかけとなりました。

■「ここは日本です。信じられる？だれか助けてください。」
　私のSNSにはベトナム人の友達がたくさんいます。そのため時折、ベトナム語の投稿が表示され
ます。ある日そんなベトナム語の投稿をなにげなく見ていたらベトナム語に混じって漢字で「島根
県」という単語があり、汚い部屋や台所の写真が添えられているのを見つけました。早速、ベトナ
ム人にその投稿を日本語に訳してもらって驚きました。そこには劣悪な環境で働き、生活するベト
ナム人技能実習生の悲痛な訴えが書いてありました。助けたい！助けなければ！そう思い動きまし
た。当該の実習生達と直接会って聞き取りをし、当該の自治体、労働基準監督署、JITCO(国際人
材協力機構)･･･色々と動き、もがきまくった揚げ句、彼らを助けることはできませんでした。それ
ぞれの機関で理解してもらって、それぞれで動いてもらったのに･･･です。要は「外国人の技能実
習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律」では助けられなかったのです。情けなくも悲
しい現実です。

■「技能実習生について、具体的なことを初めて聞きました。」
　最近、大学生に外国人材について講義をする機会がありました。上記が学生の感想でした。で
も、よく考えてみてください。技能実習生制度の前身である研修制度ができたのが1990年。以来
30年、今や約40万人の技能実習生が日本で働いています。外国人労働者というカテゴリーでみる
と180万人が働いています。「知らなかった」と簡単に言っていいものなのでしょうか？知る機会
が、なぜ無かったのでしょうか？
　
■30年前から変わっていない？国際感覚
　1987年JETプログラムでCIR(国際交流員)やALT(外国語指導助手)が、市町にやってきて「国際
交流」という言葉が多用されるようになりました。さらに2000年に総合的な学習の時間が学校に
導入され、「国際教育」、「国際理解」という言葉が流行しました。CIRやALTの母国について紹
介するセミナー、料理交流会さらには彼らを日本の行事に参加させた交流会などが各地で盛んに実
施されたものです。
　時代は大きく変わりました。30年前の在留外国人は約130万人。それが今は290万人に倍増！さ
らに外国人労働者数になると約48万人だったのが、2020年には172万人、３倍以上に増えていま
す。当時の技能実習生はほぼ中国人でしたが、今はベトナム人が主流になっています。
　それに対して多文化共生への取り組みはどうでしょうか？30年前と変わっているでしょうか？
公共施設の案内標記は相変わらず、英語、中国語、韓国語表記のままです。今や日本の産業を支え
ているベトナム人のためのベトナム語標記を追加した施設ってあるのでしょうか？今でも国際交流
イベントはたくさん開かれています。多文化共生の第一歩は「交流」。でも、この30年、第一歩
で止まって足踏みしているのではないでしょうか。
　外国人を外国人と見ている間は「交流」で止まってしまいます。外国人も地域の住民なのだと認
識しないと再び歩みが始まらないのではないでしょうか？
　
■ルツボ？、モザイク？、サラダボウル？
　多文化共生社会を例える言葉が、この3つです。ルツボは融解して混ざり合わせたもの、モザイ
クは個々の小片をちりばめたもの、サラダボウルは数種の野菜片をドレッシングで混ぜたもの。前
述の大学生への講座のときに「多文化共生社会としてめざすのは３つのどれですか？」と聞いて見
ました。答えの多くはサラダボウルでした。ルツボのように融解によって民族のアイデンティティ
を失うことなく、モザイクのように明確な境界を隔てての共存ではなく、適度に混ざり合って新し
い食感・味を作るサラダボウルがいいということなのでしょう。
　でも、忘れてはいけない大切なことがあります。サラダにはドレッシングが必要だということで
す。ドレッシングで和風にもなり、中華にもなり、イタリアンにもなります。なによりドレッシン
グがなければそれぞれの野菜の味をまとめることができません。
　ドレッシングの働きは素材の味を大切にして引き立たせ、新たな味や食感の美味しい料理にする
ことですね。多文化共生にも、このドレッシングが必要なのです。新たな味や食感は「交流」によ
り知ることができます。これをまとめて美味しい料理にするという意識を我々住民一人ひとりが醸
成しなければならないと思います。
　

■「今日、社長が笑ったよ」
　ある日曜日、A社の技能実習生の一人が日本語学習支援活動にやってくるや否や
「Santoさん！昨日、社長が笑ったよ！3年間で初めて見た！」って言ってきました。
「え！そうなんだ、社長、笑ったんだ！」
　変な会話ですね。実はこの社長はいつも苦虫を噛みつぶしたようなしかめっ面で、人をにらみつ
けているような人で、実習生たちも社長をとても怖がっていました。
　ワンハートの活動でA社がある地区の公民館でベトナム料理交流会や自治会の夏祭りへの出店な
どがあり、A社の実習生も参加していました。夏祭りには社長も奥さんと一緒に来られていました
ので、自社の実習生が地域の皆さんと交流する姿を見られたと思います。その上で、色々考えられ
たのでしょう。おそらく「外国人材」を「労働力」と見ていた社長が、彼らも「地域住民」なんだ
と認識を新たにされたのだろうと思います。
　それまで禁止していた自転車の使用を許可され、やがて寮にエアコンもつけられたり、残業時間
が軽減されたりと改善がなされました。
　秋のお祭りではA社の実習生がベトナム料理を作って御神輿の休憩場所でおもてなしをしていま
す。A社の近所に住む友人は「A社の実習生はいつも大きな声であいさつしてくれるので、気持ち
が和む」と言っています。
「外国人材」が「地域の担い手」になりつつあるんです。
　
■小さな勇気がドレッシングに
　一部の都市を除いてほとんどの町は過疎化、高齢化で地域の行事もままならない状況にあると思
います。でも皆さんの町にも外国人労働者がいるはず。みんな若くて、元気ですよ。
ちょっと勇気を出して「おはよう！」って声かけてみませんか？技能実習生にしても、技術者にし
ても基礎的な日本語はわかります。勇気を出して「どこから来たの？」「名前は？」どんどん話を
してみましょう。
　
【プロフィール】
山藤　美之（さんとう　よしゆき）
日本語交流クラブGOTO☆ワンハート代表。元島根県高等学校教員。1992年～1994年青年海外
協力隊に現職参加制度の適用をうけて参加し、ジャマイカの農業大学校に派遣された。2004年ワ
ンハートを立ち上げ、『外国人が地域で豊かに暮らすこと』を目的として日本語学習支援、地域交
流イベント、日本生活文化体験の開催などの活動を続けている。現在、島根県人材確保育成コー
ディネーター、島根県外国人地域サポーター、NPO法人地球のステージ理事。
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4　　
　
はじめに
　「現在のペースで二酸化炭素の排出と天然資源の乱用が続けば、2030年までに地球が2つ必要になる。」
と、環境保護団体である世界自然保護基金は、報告書「生きている地球（Living Planet）（2010）」でこのよ
うな分析結果を発表した。そのような状況の中で、持続可能な地球を実現するための世界共通の行動目標が、
「持続可能な開発目標」（SDGs：Sustainable Development Goals）である。第8代国連事務総長の潘基文氏
は「SDGsを達成するうえで、企業は、重要なパートナーである。」と述べており、これからのビジネスにおい
て、SDGsは看過できない視点の1つになっている。SDGsは、地球規模の目標であり、個々人の視点で何に取
り組めるのかを考えることは重要である。そこで、本教材では、まずはSDGsの成り立ちなどSDGsの概要を学
習し、将来的に生活する上で重要な視点であることを認識したうえで、学校や、企業などで取り組まれている活
動を探し、個々人で現在取り組める活動とともに、将来的な取り組みのアイデアを考える。
　
参加のルール・アクティビティの解説
　基本的に、SDGsを学んだのち、調べ学習を行い、それを発表する。調べ学習はグループで行い、お互いに意
見を出しあう。全員、全グループの発表が望ましいが、時間的に難しい場合は、3つのアクティビティの中で1
回は発表できるようにする。なお、以下の資料および動画を3つのアクティビティ共通で使用する。
　
＜スライド目次＞（P81～82参照）
Part 1.  SDGsってなんだろう？
Part 2.  なぜSDGsを学ぶの？（社会、企業、教育）
Part 3.  SDGsを学ぶ意味はそれだけ？（エコロジカル・フットプリント、世界人口の増加）
Part 4.  SDGs以前はどんな取り組みがあった？
Part 5.  どうしてSDGsにはたくさんのゴールがあるの？
Part 6.  世界でどんな取り組みがあるの？
Part 7   SDGsのためにあなたができることを考えよう
　
＜使用動画＞
公益財団法人 日本ユニセフ協会「World's Largest Lessonより『世界に広めよう「持続可能な開発目標（SDGs）」』」
（https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/）
　
全体のねらい
　SDGsの概要を知り、学校や、企業などで取り組まれている活動を調べることを通じて、個々人で取り組めそ
うな活動や、将来的な取り組みのアイデアを考える。
　
学習計画（全3時間／50分×3回）
（１）地球規模課題（SDGsなど）を学習する。（講義形式と調べ学習）
（２）地球規模課題（SDGsなど）の取り組みを知る。（調べ学習と発表）
（３）地球規模課題（SDGsなど）の達成に貢献できそうな、自分ができる活動を考える。
　　（調べ学習と発表）
　　

教科・領域との関係
　総合的な学習の時間や社会、理科、英語など、地球的課題（環境問題、水問題、紛争問題、SDGsなど）を
テーマにした教科横断的な取り組みを行う。
　
アクティビティ１「地球規模課題（SDGsなど）を学習する」
●概要
　以下の内容に関するスライド（アクティビティ1はPart1～Part5を使用）と動画を使い、SDGsの概要を学
び、ワークシートを使って身近な生活につなげる。
　
●ねらい
　SDGsの基本的な概要を知り、身近な生活につなげる。
　
●主な対象
　中学生、高校生
　
●用意するもの
　・スライド（Part1～Part5）（P81～82参照）※対象者に合わせて適宜修正、補足を加える。
　・動画「World's Largest Lessonより『世界に広めよう「持続可能な開発目標（SDGs）」』マララ・ユスフザイさん編」
　・パソコン、プロジェクター
　・ワークシート①（P74）：全員分
　
●所要時間
　50～60分
　
●すすめ方
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（２）地球規模課題（SDGsなど）の取り組みを知る。（調べ学習と発表）
（３）地球規模課題（SDGsなど）の達成に貢献できそうな、自分ができる活動を考える。
　　（調べ学習と発表）
　　

教科・領域との関係
　総合的な学習の時間や社会、理科、英語など、地球的課題（環境問題、水問題、紛争問題、SDGsなど）を
テーマにした教科横断的な取り組みを行う。
　
アクティビティ１「地球規模課題（SDGsなど）を学習する」
●概要
　以下の内容に関するスライド（アクティビティ1はPart1～Part5を使用）と動画を使い、SDGsの概要を学
び、ワークシートを使って身近な生活につなげる。
　
●ねらい
　SDGsの基本的な概要を知り、身近な生活につなげる。
　
●主な対象
　中学生、高校生
　
●用意するもの
　・スライド（Part1～Part5）（P81～82参照）※対象者に合わせて適宜修正、補足を加える。
　・動画「World's Largest Lessonより『世界に広めよう「持続可能な開発目標（SDGs）」』マララ・ユスフザイさん編」
　・パソコン、プロジェクター
　・ワークシート①（P74）：全員分
　
●所要時間
　50～60分
　
●すすめ方
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１．スライドを使用しながら、SDGs についての概要
を説明する。

　
２．ワークシート①を使い、生徒自身の生活と SDGs
との関係を確かめる。

「なぜ、学ぶ必要があるのか」を対象者に
合わせ、内容を追加、修正する。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせよう
ばしょ けいたい ひんこん お

飢餓を終わらせ、全ての人が一年を通して栄養のある

十分な食料を確保できるようにし、持続可能な農業を促進しよう

きが お すべ いちねん とお えいよう

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進しよう

ねんれい すべ ひとびと けんこうてき せいかつ かくほ

全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を

達成し、生涯にわたって学習できる機会を増やそう

すべ ひと う こうせい しつ かた きょういく かんぜんふきゅう

男女平等を達成し、

全ての女性及び女児の能力の可能性を伸ばそう

だんじょびょうどう たっせい

全ての人が、安全な水とトイレを利用できるよう

衛生環境を改善し、ずっと管理していけるようにしよう

すべ ひと あんぜん みず りよう

全ての人が、安くて安定した

持続可能な近代的エネルギーを利用できるようにしよう

誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促進し、全ての人が生産的

で働きがいのある人間らしい仕事に就くことができるようにしよう

災害に強いインフラを作り、持続可能な形で産業を発展させ

イノベーションを推進していこう

国内及び国家間の不平等を見直そう

安全で災害に強く、持続可能な都市及び居住環境を実現しよう

持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じよう

持続可能な開発のため海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用しよう

陸上の生態系や森林の保護・回復と持続可能な利用を推進し、

砂漠化と土地の劣化に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう

持続可能な開発のための平和的で誰も置き去りにしない社会を

促進し、全ての人が法や制度で守られる社会を構築しよう

目標の達成のために必要な手段を強化し、

持続可能な開発にむけて世界のみんなで協力しよう

すべ ひと やす あんてい

だれ と のこ けいざいせいちょう そくしん すべ ひと せいさんてきじぞくかのう

さいがい つよ つく じぞくかのう かたち さんぎょう はってん

こくないおよ こっかかん ふびょうどう みなお

あんぜん さいがい つよ じぞくかのう およ きょじゅうかんきょう じつげんとし

じぞくかのう ほうほう せいさん しょうひ と く すす

きこうへんどう およ えいきょう けいげん きんきゅうたいさく こう

かいはつ かいようしげん ほぜんじぞくかのう

りくじょう せいたいけい しんりん ほご かいふく じぞくかのう りよう すいしん

じぞくかのう かいはつ へいわてき だれ お ざ しゃかい

もくひょう たっせい ひつよう しゅだん きょうか

じゅうぶん しょくりょう かくほ じぞくかのう のうぎょう そくしん

ふくし そくしん

たっせい しょうがい がくしゅう きかい ふ

すべ じょせいおよ じょじ のうりょく かのうせい の

えいせいかんきょう かいぜん かんり

じぞくかのう きんだいてき りよう

はたら にんげん しごと つ

すいしん

じぞくかのう かたち りよう

さばくか とち れっか たいしょ せいぶつたようせい そんしつ そし

そくしん すべ ひと ほう せいど まも しゃかい こうちく

かいはつ せかい きょうりょくじぞくかのう
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ワークシート①

きみの好きなことと、SDGsに関係ある目標を繋げてみよう。

目　　　標 どのように関係する？

参考：ユニセフSDGs副教材（https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/）



アクティビティ２「地球規模課題（SDGsなど）の取り組みを知る」
●概要
　本授業では、まず、導入スライドPart6を活用し、「World's Largest Lessonより『世界に広めよう「持続
可能な開発目標（SDGs）」』Ⅱエマ・ワトソンさん編『世界でどんな取り組みがあるの？』」の動画を見る。
次に【世界の取り組み事例】（P76）のプリントを配布し、世界、国内での中学、高校生のなどの取り組みを確
認する。そして、ワークシート②（P77）を使い、SDGsの目標に向けて、世界、国内でどのような取り組みが
なされているのかを調べて、発表する。とくに、前回の授業で自身が好きな、もしくは興味がある目標について
の取り組みを調べる。
　
●ねらい
　現時点で、世界で特に同じような世代の人たちがどんな取り組みをしているかを知る。
　
●主な対象
　中学生、高校生
　
●用意するもの
　・スライドPart6（P82参照）※対象者に合わせて適宜修正、補足を加える。
　・動画「World's Largest Lessonより『世界に広めよう「持続可能な開発目標（SDGs）」』Ⅱエマ・ワトソンさん編
　　『世界でどんな取り組みがあるの？』」
　・パソコン、プロジェクター
　・【世界の取り組み事例】プリント（P76）：全員分
　・ワークシート②（P77）：全員分
　
●所要時間
　　50分
　
●すすめ方
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１．導入スライド Part6 と「World’s Largest Lesson
より『世界に広めよう「持続可能な開発目標（SDGs）」』
Ⅱエマ・ワトソンさん編『世界でどんな取り組みがあ
るの？』」の動画を見る。

　
２．【世界の取り組み事例】のプリントを配布し、世界、
国内での中学、高校生のなどの取り組みを確認する。

　
３．ワークシート②を使い、SDGsの目標に向かって、
世界、国内でどのような取り組みがなされているのか
を調べて、発表する。

とくに、前回の授業で自身が好きな、もし
くは興味がある目標についての取り組みを
調べる。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



76

世界の取り組み事例

世界、日本では、SDGsのどんな取り組みがなされているのかな。
参考にしてみよう。
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あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせよう
ばしょ けいたい ひんこん お

飢餓を終わらせ、全ての人が一年を通して栄養のある

十分な食料を確保できるようにし、持続可能な農業を促進しよう

きが お すべ いちねん とお えいよう

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進しよう

ねんれい すべ ひとびと けんこうてき せいかつ かくほ

全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を

達成し、生涯にわたって学習できる機会を増やそう

すべ ひと う こうせい しつ かた きょういく かんぜんふきゅう

男女平等を達成し、

全ての女性及び女児の能力の可能性を伸ばそう

だんじょびょうどう たっせい

全ての人が、安全な水とトイレを利用できるよう

衛生環境を改善し、ずっと管理していけるようにしよう

すべ ひと あんぜん みず りよう

全ての人が、安くて安定した

持続可能な近代的エネルギーを利用できるようにしよう

誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促進し、全ての人が生産的

で働きがいのある人間らしい仕事に就くことができるようにしよう

災害に強いインフラを作り、持続可能な形で産業を発展させ

イノベーションを推進していこう

国内及び国家間の不平等を見直そう

安全で災害に強く、持続可能な都市及び居住環境を実現しよう

持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じよう

持続可能な開発のため海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用しよう

陸上の生態系や森林の保護・回復と持続可能な利用を推進し、

砂漠化と土地の劣化に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう

持続可能な開発のための平和的で誰も置き去りにしない社会を

促進し、全ての人が法や制度で守られる社会を構築しよう

目標の達成のために必要な手段を強化し、

持続可能な開発にむけて世界のみんなで協力しよう

すべ ひと やす あんてい

だれ と のこ けいざいせいちょう そくしん すべ ひと せいさんてきじぞくかのう

さいがい つよ つく じぞくかのう かたち さんぎょう はってん

こくないおよ こっかかん ふびょうどう みなお

あんぜん さいがい つよ じぞくかのう およ きょじゅうかんきょう じつげんとし

じぞくかのう ほうほう せいさん しょうひ と く すす

きこうへんどう およ えいきょう けいげん きんきゅうたいさく こう

かいはつ かいようしげん ほぜんじぞくかのう

りくじょう せいたいけい しんりん ほご かいふく じぞくかのう りよう すいしん

じぞくかのう かいはつ へいわてき だれ お ざ しゃかい

もくひょう たっせい ひつよう しゅだん きょうか

じゅうぶん しょくりょう かくほ じぞくかのう のうぎょう そくしん

ふくし そくしん

たっせい しょうがい がくしゅう きかい ふ

すべ じょせいおよ じょじ のうりょく かのうせい の

えいせいかんきょう かいぜん かんり

じぞくかのう きんだいてき りよう

はたら にんげん しごと つ

すいしん

じぞくかのう かたち りよう

さばくか とち れっか たいしょ せいぶつたようせい そんしつ そし

そくしん すべ ひと ほう せいど まも しゃかい こうちく

かいはつ せかい きょうりょくじぞくかのう

目　　　標 活動内容関連

参考：ユニセフSDGs副教材（https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/）

ワークシート②

世界、国内での取り組みを調べてみよう。また、その活動も書いてみよう。
特に自分の好きなこと、興味があることを中心に調べてみよう。
複数の目標が重なる場合は、関連の欄に目標番号を記入して下さい。



アクティビティ３「地球規模課題（SDGsなど）の達成に貢献できそうな、自分ができる活動を考える。」
●概要
　本授業では、まず、導入スライドPart7を活用し、「World's Largest Lessonより『世界に広めよう「持続可
能な開発目標（SDGs）」』Ⅲ『SDGsのためにあなたができることを考えよう』」の動画を見る。次にワーク
シート③を使い、SDGsのためにあなたができることを考え、発表する。実現可能性が高いものだけでなく、ア
イデアを活かした現時点での実現可能性が低いものでも構わない。まずは、目標と関連付けた活動をまとめるこ
とを目指す。
　
●ねらい
　現在、そして将来において自分になにができるかを考える。
　
●主な対象
　中学生、高校生
　
●用意するもの
　・スライドPart7（P82参照）※対象者に合わせて適宜修正、補足を加える。
　・動画「World's Largest Lessonより『世界に広めよう「持続可能な開発目標（SDGs）」』Ⅲ
　　『SDGsのためにあなたができることを考えよう』」
　・パソコン、プロジェクター
　・ワークシート③（P79）：全員分
　
●所要時間
　　50分
　
●すすめ方
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１．導入スライド Part7 と「World's Largest Lesson
より『世界に広めよう「持続可能な開発目標（SDGs）」』
Ⅲ『SDGs のためにあなたができることを考えよう』」
の動画を見る。

　
２．ワークシート③を使い、SDGs のためにあなたが
できることを考え、発表する。

　
実現可能性が高いものだけでなく、アイデ
アを活かした現時点での実現可能性が低い
ものでも構わない。まずは、目標と関連付
けた活動をまとめることを目指す。
　
発表をする際、グッドデザイン賞など、投
票をするなどの工夫も可能である。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせよう
ばしょ けいたい ひんこん お

飢餓を終わらせ、全ての人が一年を通して栄養のある

十分な食料を確保できるようにし、持続可能な農業を促進しよう

きが お すべ いちねん とお えいよう

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進しよう

ねんれい すべ ひとびと けんこうてき せいかつ かくほ

全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を

達成し、生涯にわたって学習できる機会を増やそう

すべ ひと う こうせい しつ かた きょういく かんぜんふきゅう

男女平等を達成し、

全ての女性及び女児の能力の可能性を伸ばそう

だんじょびょうどう たっせい

全ての人が、安全な水とトイレを利用できるよう

衛生環境を改善し、ずっと管理していけるようにしよう

すべ ひと あんぜん みず りよう

全ての人が、安くて安定した

持続可能な近代的エネルギーを利用できるようにしよう

誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促進し、全ての人が生産的

で働きがいのある人間らしい仕事に就くことができるようにしよう

災害に強いインフラを作り、持続可能な形で産業を発展させ

イノベーションを推進していこう

国内及び国家間の不平等を見直そう

安全で災害に強く、持続可能な都市及び居住環境を実現しよう

持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じよう

持続可能な開発のため海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用しよう

陸上の生態系や森林の保護・回復と持続可能な利用を推進し、

砂漠化と土地の劣化に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう

持続可能な開発のための平和的で誰も置き去りにしない社会を

促進し、全ての人が法や制度で守られる社会を構築しよう

目標の達成のために必要な手段を強化し、

持続可能な開発にむけて世界のみんなで協力しよう

すべ ひと やす あんてい

だれ と のこ けいざいせいちょう そくしん すべ ひと せいさんてきじぞくかのう

さいがい つよ つく じぞくかのう かたち さんぎょう はってん

こくないおよ こっかかん ふびょうどう みなお

あんぜん さいがい つよ じぞくかのう およ きょじゅうかんきょう じつげんとし

じぞくかのう ほうほう せいさん しょうひ と く すす

きこうへんどう およ えいきょう けいげん きんきゅうたいさく こう

かいはつ かいようしげん ほぜんじぞくかのう

りくじょう せいたいけい しんりん ほご かいふく じぞくかのう りよう すいしん

じぞくかのう かいはつ へいわてき だれ お ざ しゃかい

もくひょう たっせい ひつよう しゅだん きょうか

じゅうぶん しょくりょう かくほ じぞくかのう のうぎょう そくしん

ふくし そくしん

たっせい しょうがい がくしゅう きかい ふ

すべ じょせいおよ じょじ のうりょく かのうせい の

えいせいかんきょう かいぜん かんり

じぞくかのう きんだいてき りよう

はたら にんげん しごと つ

すいしん

じぞくかのう かたち りよう

さばくか とち れっか たいしょ せいぶつたようせい そんしつ そし

そくしん すべ ひと ほう せいど まも しゃかい こうちく

かいはつ せかい きょうりょくじぞくかのう
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ワークシート③

SDGsのためにあなたができることを考えてみよう。

目　　　標 どこから、誰と、誰に対して、
どんなことを始めればいい？

参考：ユニセフSDGs副教材（https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/）
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・公益財団法人 日本ユニセフ協会HP＞SDGs CLUB＞「持続可能な開発目標」副教材ポータルサイト＞ 先生方へ
　（https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/teacher.html）
・公益財団法人 日本ユニセフ協会「World's Largest Lessonより『世界に広めよう
　「持続可能な開発目標（SDGs）」』」（https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/）
・Drop Inc. iina 学校向けSDGs教材（https://iina.sdgs.media/school/）
・「第5回、第8回食品産業もったいない大賞」
　（農林水産省：https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/ondanka/mottai/mottai.html）
・TED日本語 - メラティ＆イサベル・ワイゼン: 子どもたちが成し遂げた「バリのレジ袋廃止運動」
　（Elif Bilgin：https://youtu.be/El3vc_j-lao）
・IC Net Limited＜実績一覧＜ASEANでローカルヒーローをプロデュースするコンテンツビジネス海外展開支援
・周南市立住吉中学校：http://www.shunan.ed.jp/sumiyoshichu/association.html
・相模原市「SDGs one by one」：
　https://sdgs.city.sagamihara.kanagawa.jp/middle-school-students-sdgs/

参考文献・引用資料
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●スライド見本　※データはCDからダウンロードしてください

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14 15

16 17 18



19 20 21

22 23 24

25 26 27

28 29 30
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5　　
　
はじめに
　「なぜ平和には温度差があるのだろう」。広島にきて３年目、平和の集いに参加した時に思ったことだった。
学校には寮生も多いため、他県から来ている生徒も多い。岡山県から来た生徒が「原爆落ちたの何時なん？」と
聞いた時、広島出身の生徒が「そんな当たり前のこと知らんの？」と驚いていた。広島出身の生徒にとっての当
たり前は他の県の生徒にとって当たり前ではない。同じように広島出身の生徒が長崎のことを知っているかとい
うと知らない。現に、広島出身の生徒に「長崎に原爆が落とされたのは福岡県の小倉の代わりだって知ってい
た？」と尋ねると、「知らない」という生徒が多かった。基準が異なったら「当たり前」は異なる。また、大久
野島のガイド山内さんの話を伺って、相手と対話し、相手に歩み寄ることが本当の平和教育だと思った。そのた
め、当たり前の基準とはどうやって決まっているのか？対話の基本であるコミュニケーションに必要な能力は一
体何か？ということを考え、教材づくりに至った。
　
この教材の使い方・アクティビティの解説
　５つのアクティビティがあるが、それぞれ独立して使用することも可能である。
　
全体のねらい
・日本で安心して生活できるのはルールや言語を知っており、みんなの価値観が似ているからだと気づく。
・話すこととコミュニケーションは同じではないことを知り、コミュニケーションの本質を考える。
・同じ言語を用いても色々な価値観を持っていることを知り、自己開示を行い、対話を行うことで歩み寄ること
を学ぶ。

・自分にとって平和とはどのような状態のことかを考える。
　
学習計画（全４時間）
　相手の価値観を認め、歩み寄ることを学ぶ。
　　１．「ルールが違うってどういうこと？」
　　２．「コミュニケーションって言語だけ？」
　　３．「食べられる動物と食べられない動物」
　　４．「色×数字×ジャンケン」
　
教科・領域との関係
　道徳、総合的な学習の時間、総合的な探究の時間、特別活動等。

相手の価値観を認め、
歩み寄ることを学ぶ



アクティビティ１「ルールが違うってどういうこと？」
●概要
　ルールが異なるトランプのカードゲームを行い、１名ずつ別の班に移動する。移動した後、会話は一切禁止と
する。
　
●ねらい
　ルールが異なる場合でのゲームを体験することで、どのような感情が生まれるのかを気づき、相手の立場を考
える。ゲームの基盤はルールである。また、ルールは「言語」を介して理解に至る。ルールがわからないことに
対する苛立ち、不安を体験することで、言語が分からない人の立場を理解する。
　
●主な対象
　小学校高学年以上
　
●用意するもの
　・トランプ：班の数
　・Ⓐ【共通ルール】（P86）：各班1枚
　・Ⓑ【各班のルール】（P87）：切ったルールを班ごとに1枚
　
●所要時間
　45～50分
　
●すすめ方
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１．「これからゲームを行います。ゲームが終わるまで話して
はいけません。それでは班に分かれて下さい。」

　
２．Ⓐ【共通ルール】を各班に１枚配布する。
　
３．「このゲームはそれぞれの班でルールが少しずつ異なりま
す。すべての班に共通するルールはカードの数字をぴったり
「30」にするということだけです。そのため、ゲームの詳し
いルールは配布する紙に書いています。この紙を各班に配布
するので、読んだら、隣の人に渡してください。」

　
４．Ⓑ各班のルールを配布する。
　
５．「それでは、まずはこの班で２回ゲームを行いましょう。
はじめてください。」

　
６．(全部の班が２回終わったら )
　「それでは次に、一番初めにルールの紙をもらった人が隣の
班に移動してもらいます。ただし、新しい班でルールを聞く、
ヒントを出すなどの行為は認められません。班のルールと異
なることを行った場合は、ジェスチャーで拒否してください。
もちろん、ルールに関するヒント等を教えることは認められ
ません。新しく班に入る人はどういったやり方なのか、みな
の行動をよく見て、ルールを見極めてください。それでは移
動してください。」

・事前に班を決めておく。人数は５
人～６人ぐらいが良い。
　
　
Ⓐ【共通ルール】およびⒷ【各班の
ルール】はいずれも A4 サイズ等大
きめに印刷し、班員全員で一斉に黙
読する形でも良い。
　
　
　
　
　
　
※よく意味がわかっていない生徒が
いたら、以下の例を出す。
・例えば、前の班では５は倍になる
というルールだったけど、新しい班
ではそんなルールがなく、移動して
きた人が、前の班のルールで上がろ
うとした場合、ジェスチャーで異な
ることを示してゲームを続行する。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ
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７．( 全員が移動し終わったら )
　「この新しい班でゲームを２回行いましょう。それでは始め
てください。」

　
８．(全部の班でゲームが２回終わったら )
　「ゲームを終えてみてどうでしたか？移動する前に行った場
合と移動した後に行った場合ではどのような気持ちの変化が
ありましたか？移動した人は自分の気持ちを班の人に伝えま
しょう。」

　
９．「私たちが日本の中で安心して暮らせるのはその国のルー
ルを知っているからです。なぜルールを知っているのでしょ
うか？それは、話されている「言語」を知っているからです。
移動した人たちは、今回もやもやしたり、いらいらしたり、
もしかしたらワクワクしたかもしれません。その気持ちが外
国に行き、暮らした時の体験であり、また、ルールや日本語
がわからない人が日本で暮らすときの気持ちです。その人た
ちが少しでも暮らしやすく過ごせるために何を変えていった
らいいと思いますか？」

　

　ふり返り
　アクティビティを通して気づいたこと、また、「やさしい日
本語」を紹介し、身近に困っている人に対してどのような対処
がされているか考える。



手持ちのカード７枚で、カードの合計点を
30点ぴったりに揃えるゲームです。
　
①班全員に7枚ずつカードを配布する。
　
②残ったカードは中央に山を作って置く。
　
③１人ずつ中央の山からカードを引いてい
き、いらないカードは捨てる。

　
④５回引いて30点ぴったりになれば、その
時点でゲーム終了。５回引いても勝負が
決まらない場合は、30点に近い人が勝
ち。

Ⓐ【共通ルール】
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１
班

ハ
ー
ト
の
カ
ー
ド
を
引
い
た
場
合
、
数
字
の
値
は
２
倍
に
な
る
。

２
班

「
１
」「

ジ
ョ
ー
カ
ー
」
を
引
い
た
場
合
、
好
き
な
数
字
に
変
換
で
き
る
。

３
班

「
11

」「
12

」「
13
」
を
引
い
た
場
合
、
下
１
桁
が
適
用
さ
れ
る
。

例
)「

12
」
を
引
い
た
ら
、
使
え
る
値
は
「
２
」
と
な
る
。

４
班

「
７
」
の
カ
ー
ド
を
引
い
た
場
合
は
、
も
う
１
枚
カ
ー
ド
を
引
く
こ
と
が
で
き
、「

７
」
の
カ
ー
ド

も
し
く
は
新
し
く
引
い
た
カ
ー
ド
の
ど
ち
ら
か
を
ゲ
ー
ム
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、

カ
ー
ド
８
枚
で
勝
負
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

※
た
だ
し
、「

７
」
を
引
き
、
新
し
い
カ
ー
ド
を
引
く
場
合
は
、
班
全
員
に
「
７
」
の
カ
ー
ド
を
引

い
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、「

７
」
の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
。

５
班

「
３
」「

５
」「

７
」
の
カ
ー
ド
を
引
い
た
人
は
右
隣
の
人
の
カ
ー
ド
を
１
枚
捨
て
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
攻
撃
さ
れ
た
人
は
手
持
ち
カ
ー
ド
６
枚
で
勝
負
す
る
こ
と
と
な
る
。

※「
３
」「

５
」「

７
」
の
カ
ー
ド
を
引
い
た
人
が
右
隣
の
人
を
攻
撃
す
る
場
合
は
、
右
隣
の
人
に
そ

の
カ
ー
ド
を
き
ち
ん
と
提
示
す
る
。

６
班

す
べ
て
の
偶
数
の
カ
ー
ド
の
値
が
半
分
。

Ⓑ【
各
班
の
ル
ー
ル
】

※
線
で
切
っ
て
各
班
に
渡
す
。



●用語の解説
「やさしい日本語」
普通の日本語よりも簡単で、外国人にもわかりやすい日本語のこと。1995年の阪神・淡路大震災では、日本人
だけでなく日本にいた多くの外国人も被害を受けた。その中には、日本語も英語も十分に理解できず必要な情報
を受け取ることができない人もいた。そこで、そうした人たちが災害発生時に適切な行動をとれるように考え出
されたのが、「やさしい日本語」のはじまりだと言われている。
（「2020年オリンピック・パラリンピック大会に向けた多言語対応協議会ポータルサイト」
（https://www.2020games.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/references/easyjpn.html）より抜粋）

「バーンガ」　
トランプを用いた異文化トレーニングのこと。ゲームを行った後に、ファシリテーターと行動を振り返りなが
ら、価値観、感情的側面、行動様式などに見られる文化差を分析し、自分がどのように関与しているかを考える
トレーニング。（「日本語教育能力検定試験完全攻略ガイド」第4版ヒューマンアカデミー，2020、p.253）
※アクティビティ1は「バーンガ」をもとに、執筆者が加工して作成したものです。
　
アクティビティ２「コミュニケーションって言語だけ？
－コミュニケーションの正体は一体何だろう？－」
●概要
　ジェスチャーゲームを行い、コミュニケーションについて考える。
　
●ねらい
　コミュニケーションは「言語」だけで成り立ってはいないことを知り、どのようなコミュニケーション手段が
あるか考える。
　
●主な対象
　小学校高学年以上
　
●用意するもの
　・筆記用具
　・ワークシート①（両面）（P91～92）：人数分
　
●所要時間
　45～50分
　
●用語の解説
　非言語伝達手段（ノンバーバルコミュニケーション）
　言語以外によるコミュニケーションのこと。特に日本語は高コンテクストコミュニケーションの文化であるた
め、言語だけではわかりにくい場合が多い。
（「日本語教育能力検定試験完全攻略ガイド第4版」ヒューマンアカデミー,2020, p.317）
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●すすめ方

89

１．「６班のうち、１～３班は部屋の右側に集まり、４～６
班は左側に集まってください。それぞれ『右グループ』『左
グループ』とします」

　
２．「今からジェスチャーゲームを行います。ジェスチャー
ゲームとは、グループで決めたリーダーの真似をグループ
全員が行い、誰がリーダーなのかを当てるゲームです。詳
しいルールの説明を行います。まずは当てる人を『右グルー
プ』『左グループ』それぞれから１人ずつ決めてもらい、
その２名は外に出ます。部屋に残っている人が『右グルー
プ』『左グループ』それぞれから１人リーダーを決めます。
各グループのメンバーは、自分のグループのリーダーの真
似を行ってください。リーダーが決まったら、外にいる人
を呼んで、だれがリーダーなのかを当ててもらいます。そ
れでは当てる人を決めてください。」

　
３ .　「決めましたか？決まったら、各グループから選ばれた
２人は外に出ましょう。」

　
４．「それでは残っている人でリーダーを決めましょう。残っ
ている人は、リーダーを当てられないように作戦会議も
行ってください。」

　
５．「それでは外にいる人を呼んで、ゲームを行いましょう。」
　
６．(ゲームが終わったら )元の６班の形に戻る。
　「今回行ったゲームでは、『言葉を使う』という以外のコミュ
ニケーションが行われていました。例えば、リーダーを当
てられないようにするためにはみんなが自然とどういった
工夫を行いましたか？言葉を使っていないにも関わらず意
思疎通がとれていましたね。それではコミュニケーション
とは一体何なのでしょうか？

　それぞれの班で当てられる人、当てようとした人の話をそ
れぞれ聞いてみてワークシートに記入しましょう。また、
どういったコミュニケーションの手段があるのか考えて紙
に書いて班でまとめてみましょう。」

　
７．(15 分経ったら )
　「それではそれぞれの班でどういったコミュニケーション
があったのか、１班ずつ発表していきましょう。」

　
８．「それでは、班でコミュニケーションとは何なのか考え
てみましょう。」

予め 6 班を作っておく。（ゲームの最
後に班活動を行うため）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選ばれた２人は外に出て待機する。
　
　
　
　
　
外に出ている２人を呼び戻す。
　
ワークシート①を配布する。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



●解説
　ワークシート①（P92）の答え
　１、目　２、顔　３、鼻　４、顔

９．(15 分経ったら )
　「どの班か発表してくれる班はいませんか？」
　
１０．ふり返り
　「日本語にも身体の一部を用いたコミュニケーションを表
す言葉がたくさんあります。身体のどの部分が入るのか、
ワークシートを埋めてみましょう。」

　
１１．解説
　「コミュニケーションの第一段階は『観察』から始まります。
そのため、相手の表情や視線をよく『観る』、相手の声のトー
ンや速さなどをよく『聴く』ことが大切です。」

　
　
　
　
自分にとってのコミュニケーション
とは何かをふり返る。
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●ジェスチャーゲームを通して、リーダーを当てられないようにするため、リーダーを当てるため、どのような
ことを行ったり、気を付けたりしましたか？自分の感想を書いてから、皆の感想を書いてみましょう！
　
<リーダーを当てられないようにするために…>
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
<リーダーを当てるために…>
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このことから…
　
●どういったコミュニケーションの手段があると考えることができますか？

91

クラス：　　　　番号：　　　　名前：　　　　　　　　　　　　

ワークシート① （両面印刷） （表面）



　
　
●下の(　　　　　　)に入る言葉を埋めてみましょう。
すべて、体の一部がはいります！
　
　1.　　白い(イ.　　　　　　　　　　)で見る。

　２．　すずしい(ウ.　　　　　　　　　　　　)。

　３．(エ.　　　　　　　　　　　)であしらう。

　４．(オ.　　　　　　　　　　　)から火が出る。
　
　
●コミュニケーションとは何でしょう？自分の言葉で書いてみましょう。

（裏面）
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アクティビティ3「食べられる？食べられない？」
●概要
　「食べられる動物、食べられない動物（イルカ）」を個人で考えたあとで、グループ内で基準を考える。
　
●ねらい
　・自分の意見と相手の意見の違いに気づき、開示し、歩み寄ることを学ぶ。
　・物事の基準を考え他の人と比べることで、自分自身の価値観を知り、自己開示を行うことで、他者との協調

を図る。
　・コミュニケーションはキャッチボールが基本であり、一方向だけではないことを知る。
　
●主な対象
　小学生高学年以上
　
●用意するもの
　・イルカの写真もしくはスライド：何枚でも可
　・ワークシート②（P95～96）：人数分
　
●所要時間
　６０分程度
　
●すすめ方

１．イルカの写真もしくはスライドを見せる。
　「本日は水族館の人気者の『イルカ』に関して考えていこう
と思います。まずはワークシート②に『イルカ』に対するイ
メージを３分間で書いてみてください。マインドマップを
使って考えたら自分の考えが広がると思うので、ぜひ活用し
てみてください。」

　
２．「書けましたか？みなさん、イルカに関してこのようなイ
メージを持っているのではないでしょうか？」

　（出てきそうな答え）
　・かわいい
　・優しそう
　・目がクリクリしていて表情豊かな気がする。
　
　「それでは、本日のお題は『このイルカ、食べることができる？
できない？』です。あなたにとって、『イルカ』は食べられ
る動物ですか、それとも食べられない動物ですか？丸で囲み、
個人で『なぜ食べられる動物なのか、食べられない動物なの
か』の理由を考えてみましょう。『何となく』という理由は
使用しないでください。それではワークシート②表側の理由
の所に記入しましょう。」

ワークシート②を配布する。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



３．(５分経ったら )
　「今度はグループで意見交換を行います。全員の意見を聞い
た後、自分の意見を変えたいのであれば変更してもらっても
構いません。ワークシート②の裏側にグループの意見を書く
スペースもあるので利用してください。」

　
４．(10 分経ったら )
　「それでは全グループの意見を聞いてみましょう。」
　
５．「それでは、次に『基準』を５つ決めてもらいます。基準
を考える時は、それぞれの理由を具体的に考えてみるとわか
りやすいかもしれません。例えば、『イルカを食べるのがか
わいそうだと思った』のであれば、『なぜ、かわいそうと思っ
たのか』です。これに対しての答えとして『コミュニケーショ
ンができるから』など出てきますよね。『なぜ○○と思った
のか？』ということに関してグループで考えてみてください。
たくさん『基準』が出てくると思いますが、『基準』が５個
決まったら『基準』の優先順位をグループ内で話し合ってみ
てください。時間は 30分間です」

　
６．「みなさん、『食べられる動物』か『食べられない動物』か
の基準を決めることができましたか？イルカを食べることを
ためらう原因は何でしょうか？たくさん基準があったと思い
ます。基準の種類も優先順位も人によって異なり、まとめる
ことはすごく難しいと思います。しかし、相手に自分の意見
を伝える、または相手の意見を聴くということをしなければ
『基準』を決めることはできません。」
　
７．ふり返り
　「基準」を決めるときに必要なことをふり返る。

　
　
　
　
　
　
　
黒板に意見を書く。
　
お互い納得しながら基準を決めるよ
うにすること。多数決やジャンケン
では決めないことを伝える。
　
　
　
　
　
　
　
　
理科の動物の種類や社会の問題（捕
鯨問題など）とつなげて考えさせて
も良い。また、日本にはイルカを食
べる文化があることを伝える。
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●「イルカ」に関してどのようなイメージを持っていますか？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イルカ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食べられる　　　　　　　　　　　食べられない
　
　
<理由>

ワークシート② （両面印刷） （表面）



●グループの意見をメモしましょう。
　
　
　
　
　
　
　
　
●「基準」に優先順位をつけてみましょう。

順位

１

２

３

４

５

順位

１

２

３

４

５

「自分」の順位

「グループで決めた」順位

●ふり返り

　1. 自分の意見を伝えることができましたか？

　2. 相手の意見を聴くことができましたか？

　3. 納得できる話し合いでしたか？

不満←　　　　　→満足

１　　　２　　　３　　　４　　　５

１　　　２　　　３　　　４　　　５

１　　　２　　　３　　　４　　　５
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アクティビティ４「色×数字×ジャンケン」
●概要
　ジャンケンを「色×数字」で考え、グループ内で比較し、グループ内で話し合ってジャンケンの「色×数字」
を選ぶ。トランプでジャンケンを作成し、そのルールをグループで作成し発表する。
　
●ねらい
　・価値観の違いを認識し、対話を通しながら協働する。
　・「当たり前」のことでも別のものに置き換えると、人によって考え方が異なることに気づき、
　　異なる理由を相手から学び自分の視野を広げる。
　・ルールを作成することでお互いに歩み寄ることを学ぶ。
　
●主な対象
　小学生高学年以上
　
●用意するもの
　・ワークシート③（Ｐ99～100）：全員分
　・B6の画用紙：３枚×グループ分
　・模造紙：各グループ1枚
　・マジック：各グループ1セット
　・トランプ：各グループ1セット
　
●所要時間
　120分
　
●すすめ方

１．「今日はみんなにジャンケンについて考えてもらいます。
ワークシート③の表側を見てください。世界にはこのように
様々なジャンケンがあります。」

　
　「それではワークシート③の裏側を見てください。今から個
人でグーチョキパー、それぞれの色と数字をイメージしてく
ださい。ただし、色は赤、青、黄色、緑、黒、白の５色、数
字は１～ 12までです。それぞれ１回ずつしか使えません。」

　
２．「イメージできましたか？できたら、理由と共に書いてみ
ましょう。理由は『何となく』以外で書いてみるようにして
みましょう。」

　
３．(５分経ったら )
　「今度はグループで見せ合いっこをしてみてください。ただ
し、感想はポジティブな感想にすること。自分と違うからと
言って否定してはいけません。誰とどんなところが一緒だっ
たのか、異なったのか発見できたらいいですね！」

ワークシート③を配布する。
※ジャンケンを知らない人がいない
か確認する。

留意点（ポイント）学習活動・内容・問いかけ



ふり返り
　本日の感想等を記入する。

４．(15 分経ったら )
　「次にグループでじゃんけんの色、数字を話し合って決定し
てもらいます。決定したら、画用紙を配るので、その紙に決
定した色で決まった数字を書いてください。」

　
５．(20 分経ったら ) 
　「それでは、グループごとに前に描いた画用紙を貼ってみま
しょう。」

　
６．「『ジャンケン』はみんな知っているのに、『色』や『数字』など、
別のことで考えてみると、色々なジャンケンの種類が生まれ
ましたね。これは人によって考え方が異なるからです。そし
て、その考え方には様々な理由があります。」

　
７．「それでは仕上げです。班ごとに『トランプジャンケン』
のルールを決めて模造紙に描いてもらいます。どの数字を
『グー、チョキ、パー』にするのかなどを考えてください。また、
ジョーカーはすべてに勝つなど新しいルールを追加しても構
いません。見ている人が理解しやすいように、また、ワクワ
クするような紹介の仕方で書くようにしましょう。もちろん
絵などもどんどん描いてみてくださいね。それでは始めてく
ださい。」

　
８．(40 分経ったら )
　「書き終わりましたか？模造紙を机の上に置いて、１人代表
者が残って、隣のグループのルールを見に行きましょう。残っ
た代表者はルールの説明を行いましょう。」

　
９．「それでは次のグループに移動してください。」
　
10．（すべてのグループを見終わったら）
　「代表者は頑張って説明をしてくれました。まずは代表者に
拍手しましょう。」

　「また、別グループと共通する点、異なった点はどこでした
か？また、面白そうだなと思ったグループがあったら、理由
と共に代表者に教えてあげてください。」

B6 の画用紙を各班 3 枚ずつ配布す
る。
　
　
　
　
黒板に画用紙を貼っていく
　
　
　
　
　
　
※全員が参加しているのか見回る。
　
模造紙、マジックを各グループに配
布する。
　
　
　
　
　
　
代表者（発表者）を複数決めて途中
で交代しても良い。
　
　
　
　
代表者に拍手やねぎらいの言葉をか
ける。
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世界のジャンケンを見てみよう！

ワークシート③ 

 

       番号：           名前：                                                         

 

世界のジャンケンを見てみよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ベトナム】：オァントゥスィ 

グー＝Búa（ブア）＝かなづち 

チョキ＝Kéo（ケオ）＝はさみ 

パー＝Bao（バオ）＝袋 

あいこは huề（フエ） 

 

【インドネシア】：スイー 

親指＝象（ガジャ） 

人差し指＝人（オラン） 

小指＝アリ（スムット） 

人はアリに勝ち、アリは象に勝ち、象は人に勝ちます。 

 

【アメリカ】：ストーン、シザース、ペーパー 

グー＝stone（石） 

チョキ＝scissors（はさみ） 

パー＝ paper（紙） 

ワークシート③(表側) （両面印刷） （表面）



●自分の考え　　※色、数字とも1回ずつしか使えません！！
　色：赤、青、黄、緑、黒、白
　数字：１～１２

●ふり返り

　1. 自分の意見を伝えることができましたか？

　2. 相手の意見を聞くことができましたか？

　3. 納得できる話し合いでしたか？

●感想

不満←　　　　　→満足

１　　　２　　　３　　　４　　　５

１　　　２　　　３　　　４　　　５

１　　　２　　　３　　　４　　　５

グー

チョキ

パー

色 数　字 理　　　由

●グループで決まった考え

グー

チョキ

パー

色 数　字 理　　　由
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●おわりに
　「平和」とは一体何なのだろうか？ JICA中国の教師国内研修に参加するまで私は戦争がない状態が平和なの
だと思っていた。平和に関しての本を読んだり、研修に参加した先生たちと話をすればするほど単純に「暴力が
ない世界＝平和じゃないのでは？」と思うようになった。「みなを平和に」。そんなの解決できないんじゃないか、
とモヤモヤする期間を過ごしていた。
　そんな中、教師国内研修のフィールドワークで大久野島のツアーに参加した。日本が東アジアや東南アジアに
対して、冷徹な攻撃を行っていたことは知っていた。私自身「もう謝罪したからいいんじゃないか」と目を背け
ていた。訪れた大久野島は毒ガス工場として戦時中使用されており、ここで作った毒ガスが中国へ運ばれ、使用
されたため、中国では数多くの犠牲者が出た。そのことを知ったガイドの山内さんは大久野島の事実を伝えるた
めに、ツアーガイドを始め、被害にあった中国人の方に何度も会いに行き、相手に寄り添って話をしている。相
手は絶対に日本人を恨んでいる。それでも訪れ、対話をする。その話を伺って、私は「対話」の凄さを実感した。
育つ環境、人種、宗教によって平和の概念は異なるのだろう。だから日本国内で平和教育をしても、地域によっ
て温度差が生まれるのだ。この温度差をできる限り埋めるために、みんなが使える平和教育の教材としてたどり
着いた題材が「対話」だった。
　私が作った教材に対して正直自信はないため、必ず使ってください！とは思えない。でも平和を叶える手段と
して「対話」が重要だって言っていた人がいたな～ぐらいを覚えてもらえたならすごく嬉しいです。
　最後に、今回このような教材を作るにあたって、機会をくれた JICA 関係者の皆様、研修への参加を許可して
くれた学校関係者、研修を行ってくださった皆様、本当にありがとうございました。そして「教材づくり無理―！」
とか「ほんま意味わからん」とか愚痴を言えるぐらい気の置けない人達になった教師国内研修に参加したみんな、
お疲れ様＆ありがとうございました！

　
　
　
・「「やさしいにほんご」作成のためのガイドライン」弘前大学言語学研究室　2013
　（https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento207_20_sankou5-6.pdf）
・「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」出入在留管理庁文化庁　2020
　（https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/pdf/92484001_01.pdf）
・2020 年オリンピック・パラリンピック大会に向けた多言語対応協議会ポータルサイト
　（https://www.2020games.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/references/easyjpn.html）
・「日本語教育能力検定試験完全攻略ガイド第 4版」ヒューマンアカデミー　2020
・「日本語教育能力検定試験完全攻略ガイド第 4版」ヒューマンアカデミー　2020
・「子どもとできる創造的な対立解決実践ガイド」モーニングサイドセンター 2010
・「イルカと心は通じるか」村山司 新潮新書 2021
・「答えのない道徳の問題　どう解く？」
　（https://www.poplar.co.jp/topics/45607.html）
・捕鯨は是か非か？
　（https://concours.toshokan.or.jp/wp-content/uploads/contest-data/230004/#p=7）
・「はじめての動物倫理学」田上孝一　集英社新書　2021
・「アニマルウェルフェアとは何か」枝廣淳子　岩波ブックレット　2018
・「世界のジャンケン大集合」田中ひろし 今人舎 2009
・「世界のじゃんけん」堺市国際部アセアン交流推進室
　（http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/kokusai/aseankoryu/kids/aseaninformation/learningaboutasean.files/5janken.pdf）

参考文献・資料



　　

　　
　
　

　
山内　正之

　
　１９４４年私は中国の瀋陽で生まれました。満州から引き揚げて日本に帰国したのが１９４６年
１０月でした。私の家族は敗戦後、１年２か月の間、中国で生きるか死ぬかの生活を余儀なくされ
ました。敗戦時、私は１歳未満の未熟児で、栄養失調で何時死ぬか解らない状況だったそうです。
其の時、私の家族を支えてくれたのが中国人でした。中国に侵略し、莫大な中国の人たちの命や財
産を奪った日本人の私達を中国の人たちが助けてくれたのです。おかげで、命からがら満州から日
本に帰国することができたのです。幼い頃から、このことを親から聞きながら育った私の心には中
国と日本の国境はありませんでした。中国は私の生まれ故郷であり、中国の人たちが私の命と家族
を守ってくれた。戦争が人間を不幸にする。この思いは大人へと成長していく中で私の心の中で自
然に膨らんでいきました。私が高校の教員となり、生徒たちと接する時にも、「一人一人の命と人
格を大切にする」「戦争は絶対いけない。」という強い思いが教育活動の根底にありました。
　満州から引き揚げてから３７年後の１９８３年、私は中国を訪問し、日本の中国侵略の事実を現
地で学習しました。南京大虐殺の現場などを訪問し、日本が中国で行った加害の実相を学び、戦争
の悲惨さを実感しました。大久野島で製造した毒ガスによる中国遺棄毒ガス被害者との交流が始
まったのは１９９７年からです。何度も中国を訪問し、現在でも中国の人たちとの交流は続いてい
ます。中国や韓国の人たちが広島に来られた時は、広島の原爆資料館と大久野島の毒ガス資料館を
案内します。資料館の見学後、「日本も戦争の被害者だったのですね」という感想を多く聞きまし
た。友好交流を続ける中で私は国境を越えた国民の相互の信頼の育成が平和の第一歩だと思うよう
になりました。
　その後も機会ある度に、戦争の爪痕が残された地、大韓民国のナヌムの家、朝鮮民主主義人民共
和国、ポーランドのアウシュビッツ強制収容所跡、米国ハワイのアリゾナ記念館などを訪問して現
地での学習や交流に努めました。国境を越え、交流を進める中で、私は戦争を避けるには国民と国
民の信頼関係がその基礎になる、異なる文化・異なる生活様式を相互に理解し合い、人間としての
信頼関係を築いていくことが戦争を防ぐ力になると確信しました。どの国の国民も戦争はしてはい
けないと強く願っています。お互いに理解し合い、戦争を起こさないようにしなければなりませ
ん。「戦争を望んでいる国民は世界中、どこにもいない。」「人間と人間が殺し合うことを望む人
間はいない。」そのことを若い世代に伝えていくことが大切だと思っています。
　莫大な尊い命と財産が失われた戦争が終結して７６年が経過しました。其の悲惨な戦争の体験者
も少なくなり、戦争の捉え方の重みが軽くなっているのではないかという心配があります。同じ過
ちを繰り返さないために、７６年前の戦争の実相を、未来を担う子どもたちに伝えなくてはなりま
せん。そのためには、戦争は被害もあれば加害もあることを子どもたちに知ってもらう必要があり
ます。しかし、日本の現状を見るとき、マスコミが流す情報や学校での平和学習の内容は原爆被害
など日本が受けた被害の内容がほとんどで、子どもたちは日本の戦争加害について学ぶ機会があま

りにも少なのではないかと思います。
　まず私たち自身が７６年前の日本の戦争加害を意識し、その実相を学び、それを何らかの方法で
子どもたちや若い世代に伝えていく営みを始めましょう。私達一人一人が自分なりの方法で戦争の
被害と加害の実相を語り続けることが未来を担う子どもたちが戦争のない未来をつくる力をつけて
くれると信じます。私も命ある限り大久野島で語り続けたいと思っています。同じ広島県内で起っ
た広島の原爆被害と大久野島の毒ガス加害の実相を知ることで、子どもたちは「戦争は被害者にも
なり、加害者にもなる」ことを知り、戦争の悲惨さ、愚かさを考えるきっかけになると思います。

【プロフィール】
山内　正之（やまうち　まさゆき）
広島県公立高校社会科の教員時代から大久野島の毒ガスの歴史について調査・研究している。退職
後はその実相を伝える活動をしながら、幾度も中国を訪問、日本が使用した毒ガスによる中国の被
害者の実情などを現地調査し、被害者との交流や支援活動を行っている。大久野島に平和学習に来
られる団体に遺跡案内や講演を通じてその実相を伝えるとともに、大久野島の毒ガス被害の証言や
資料を集め、会報や書籍として発行し、多くの人に毒ガスの被害・加害の事実を知ってもらう活動
を進めている。

＊山内さんが執筆・監修されている大久野島に関するサイト：
「大久野島から平和と環境を考える会」http://dokugas.server-shared.com/

102

「友好交流」と「戦争の実相を伝える」
ことの大切さ

コラム③



　　

　　
　
　

　
山内　正之

　
　１９４４年私は中国の瀋陽で生まれました。満州から引き揚げて日本に帰国したのが１９４６年
１０月でした。私の家族は敗戦後、１年２か月の間、中国で生きるか死ぬかの生活を余儀なくされ
ました。敗戦時、私は１歳未満の未熟児で、栄養失調で何時死ぬか解らない状況だったそうです。
其の時、私の家族を支えてくれたのが中国人でした。中国に侵略し、莫大な中国の人たちの命や財
産を奪った日本人の私達を中国の人たちが助けてくれたのです。おかげで、命からがら満州から日
本に帰国することができたのです。幼い頃から、このことを親から聞きながら育った私の心には中
国と日本の国境はありませんでした。中国は私の生まれ故郷であり、中国の人たちが私の命と家族
を守ってくれた。戦争が人間を不幸にする。この思いは大人へと成長していく中で私の心の中で自
然に膨らんでいきました。私が高校の教員となり、生徒たちと接する時にも、「一人一人の命と人
格を大切にする」「戦争は絶対いけない。」という強い思いが教育活動の根底にありました。
　満州から引き揚げてから３７年後の１９８３年、私は中国を訪問し、日本の中国侵略の事実を現
地で学習しました。南京大虐殺の現場などを訪問し、日本が中国で行った加害の実相を学び、戦争
の悲惨さを実感しました。大久野島で製造した毒ガスによる中国遺棄毒ガス被害者との交流が始
まったのは１９９７年からです。何度も中国を訪問し、現在でも中国の人たちとの交流は続いてい
ます。中国や韓国の人たちが広島に来られた時は、広島の原爆資料館と大久野島の毒ガス資料館を
案内します。資料館の見学後、「日本も戦争の被害者だったのですね」という感想を多く聞きまし
た。友好交流を続ける中で私は国境を越えた国民の相互の信頼の育成が平和の第一歩だと思うよう
になりました。
　その後も機会ある度に、戦争の爪痕が残された地、大韓民国のナヌムの家、朝鮮民主主義人民共
和国、ポーランドのアウシュビッツ強制収容所跡、米国ハワイのアリゾナ記念館などを訪問して現
地での学習や交流に努めました。国境を越え、交流を進める中で、私は戦争を避けるには国民と国
民の信頼関係がその基礎になる、異なる文化・異なる生活様式を相互に理解し合い、人間としての
信頼関係を築いていくことが戦争を防ぐ力になると確信しました。どの国の国民も戦争はしてはい
けないと強く願っています。お互いに理解し合い、戦争を起こさないようにしなければなりませ
ん。「戦争を望んでいる国民は世界中、どこにもいない。」「人間と人間が殺し合うことを望む人
間はいない。」そのことを若い世代に伝えていくことが大切だと思っています。
　莫大な尊い命と財産が失われた戦争が終結して７６年が経過しました。其の悲惨な戦争の体験者
も少なくなり、戦争の捉え方の重みが軽くなっているのではないかという心配があります。同じ過
ちを繰り返さないために、７６年前の戦争の実相を、未来を担う子どもたちに伝えなくてはなりま
せん。そのためには、戦争は被害もあれば加害もあることを子どもたちに知ってもらう必要があり
ます。しかし、日本の現状を見るとき、マスコミが流す情報や学校での平和学習の内容は原爆被害
など日本が受けた被害の内容がほとんどで、子どもたちは日本の戦争加害について学ぶ機会があま

りにも少なのではないかと思います。
　まず私たち自身が７６年前の日本の戦争加害を意識し、その実相を学び、それを何らかの方法で
子どもたちや若い世代に伝えていく営みを始めましょう。私達一人一人が自分なりの方法で戦争の
被害と加害の実相を語り続けることが未来を担う子どもたちが戦争のない未来をつくる力をつけて
くれると信じます。私も命ある限り大久野島で語り続けたいと思っています。同じ広島県内で起っ
た広島の原爆被害と大久野島の毒ガス加害の実相を知ることで、子どもたちは「戦争は被害者にも
なり、加害者にもなる」ことを知り、戦争の悲惨さ、愚かさを考えるきっかけになると思います。

【プロフィール】
山内　正之（やまうち　まさゆき）
広島県公立高校社会科の教員時代から大久野島の毒ガスの歴史について調査・研究している。退職
後はその実相を伝える活動をしながら、幾度も中国を訪問、日本が使用した毒ガスによる中国の被
害者の実情などを現地調査し、被害者との交流や支援活動を行っている。大久野島に平和学習に来
られる団体に遺跡案内や講演を通じてその実相を伝えるとともに、大久野島の毒ガス被害の証言や
資料を集め、会報や書籍として発行し、多くの人に毒ガスの被害・加害の事実を知ってもらう活動
を進めている。

＊山内さんが執筆・監修されている大久野島に関するサイト：
「大久野島から平和と環境を考える会」http://dokugas.server-shared.com/
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毒ガス被害を受けた中国の北担村で村人との交流
被害者の冥福を祈って追悼式をしている様子

大久野島で子どもたちに講和している山内さん
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最 後 に ─ 学 び の ふ り 返 り ─
　
　「学びのプログラム集」は、2021年6月から11月までの間に、JICA中国が「教師国内研修」として、P5の
スケジュールで講義やフィールドワークを実施し、その参加者がその中で気づいたこと、学んだことをもとに作
成した学びのプログラムをまとめたものです。
　本誌に記載されている学びのプログラムの主たるテーマは「多様性」「持続可能な社会」です。そして、各章
に掲載された学びのプログラムはそれぞれ単独で活用することが可能なように配慮して編集にとりくみました。
また、各章に掲載されている学びのプログラムを、そのままの形で授業実践に取りいれることもできると同時
に、必要な部分だけを取り出し、今実践されている授業の中で組み込むことも可能なものであると確信していま
す。授業実践の場において、目の前の生徒の状況や背景等を考慮して、実践される先生方がそれぞれ工夫をこら
して、授業づくりに活用していただければ幸いです。
　また、各学びのプログラムの最後には、それぞれのふり返りをするアクティビティやワークシートが示されて
います。そのふり返りで授業を完結することもできます。しかし、本誌に掲載された学びのプログラムのある部
分を組み合わせて授業構成を考えた場合などに使用することを想定した最後のふり返りとして、以下のふり返り
のプログラムを提案します。これは、どの学びのプログラムのふり返りとしても扱うことができるものとして作
成しています。

●学びのふり返りプログラム
　ねらい：自分の学びについてふり返る
　対象：教師、生徒
　用意するもの：ふせん（できれば2色）

●すすめ方
（1）4人程度のグループになる。
　
（2）この学習で学んだこと（教材で扱われている事柄）について、これまでに知っていたことはどんなこと

か。ふせん1枚につき、1つずつ書く。
　
（3）グループ内で、ふせんに書いた内容について紹介し、1枚ずつ以下の問いについて共有する。この時、一

人の人がふせん1枚について①～④までの問いの回答を続けて行う。ふせん1枚の回答が終わったら、次の
ふせんの内容についてまた①～④まで回答する。

　　　①いつ、どのようにして、そのことを知ったか。
　　　②それを知ったときに、感じたこと。
　　　③どんな時にその知識を活用したか。
　　　④そのことを知って、どんな行動をしたか。その理由は何か。
　
（4）この学習（教材で扱われている事柄）で、新しく知ったこと・わかったことはどんなことか。異なる色の

ふせん1枚につき、1つずつ書く。
　
（5）グループ内で、ふせんに書いた内容について紹介し、1枚毎に下記の①②の問いについて共有する。この

時、一人の人がふせん1枚について①②の問いの回答を続けて行う。ふせん1枚の回答が終わったら、次の
ふせんの内容についてまた①②の回答をする。

　　　①新しく知ったこと、わかったことはどんなことか。
　　　②なぜ、そのことについてこれまで知らなかったのか。また、なぜ、知ろうとしなかったのか。
　
（6）グループ内で感想を共有する。
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　本誌は、学校現場で日々、児童生徒と向き合いながら「持続可能なより良い社会づくり」に参加することがで
きる人を育てようと奮闘している教師が、自らの気づきや学びをもとに、試行錯誤を繰り返しながら作成した学
習プログラム集です。
　是非、教室や社会教育の場で活用していただき、ご意見を賜ることができれば、今後のJICA中国主催の研修
会や教員対象プログラムをよりよいものにすることが可能となります。児童生徒を育て、教師を育て、地域を育
てるネットワークが、今、必要な時代になっていると考えます。これを機会に、このような授業づくり、学習プ
ログラムづくりに参加していただけることを切に願っています。
　今後とも、よろしくお願いいたします。
　

JICA中国教師国内研修アドバイザー　山中　信幸（川崎医療福祉大学　教授）
JICA中国開発教育支援事業担当　新川　美佐絵　
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【発行】独立行政法人国際協力機構 中国センター（広島県東広島市鏡山3-3-1）
【監修】山中 信幸（川崎医療福祉大学教授）
【学びのプログラム作成者（2021年度JICA中国教師国内研修参加者）】
・阿部 友彦（岡山市立高松中学校）
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＊フィールドワークやオンライン講義でお世話になったラパス日本語学校の先生方と
児童生徒のみなさん、在パラグアイ広島県人会長の河野敏さん、「大久野島から平
和と環境を考える会」代表の山内正之さん、津山市役所の田中陽子さん、安本勝博
さん、社会福祉法人やすらぎ福祉会理事長の平井尚隆さん、大紀産業株式会社代表
取締役社長の安原宗一郎さん、島根県雲南市「多文化交流カフェSoban」の李在鎭
さん、「一般社団法人 ダイバーシティうんなんtoiro」の芝由紀子さん、「日本語交
流クラブ GOTO☆ワンハート」の山藤美之さん、山藤千世子さん、2020年度開発
教育教員研修アドバンスコースご参加の川上典剛先生、坪池由美子先生をはじめ、
本研修にご協力・ご指導頂いたすべての皆さまに心より感謝申し上げます。






